
事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

施策名（節 ）

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

172

事 業 期 間

㎡

管 理 形 態

指定管理者名

市 施 設県 施 設

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

現状保存されている遺跡の適切な環境保全

一般会計

教育費

ソフト事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

担
当
部
署

部名

課名

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

－

第

第

小杉丸山遺跡公園維持管理費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（文化財保存費）

2

ガイダンス施設及び公園内の維持管理
窯焼きフェスティバルの実施

部

章

国指定史跡「小杉丸山遺跡」公園及びガイダンス施設「飛鳥工人の館」の維持管理

第

款

項 社会教育費

文化財保存費2 節

無 頁 個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度6平成

だれもがきらめくまちづくり

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

富山県所管の史跡公園
国指定　1990.3.8(平成２年３月８日)
史跡公園整備完成後の平成6年から維持管理を受託している。

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

▲ 4.3

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 3.28 千円 3.14

0.98 千円

活
動
指
標

1,088

千円1,768 1,520 ▲ 14.0 1,442千円 千円

退職手当引当金相当額 千円160

千円 千円

千円

1,088

160

千円 5,660

平成21年度決算

千円4,660

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成22年度決算

4,412

千円

千円

▲ 5.3

小杉丸山遺跡窯焼きフェスティバル
参加者数

千円

（ ）

平成 23

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

施設見学者

日

0.0

千円

千円

0.0

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

人

227

100

平成

H21年度
実績

1,802

単位

人

人

成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

100 126

1,803 1,804

103.1

126.0

227 234 234

100

目標

1,802

教育委員会

H23年度

100.1 2,020

年度29H
達成率最終目標

人

有効性
　 本市にある二つの国指定史跡のうちの一つ。古代の射水丘陵一帯で行われていた窯業と鉄生産の様
子を垣間見ることができる唯一の施設であり希少。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

0.15人 0.0

達成度

4

3

必要性

▲ 14.10.84

千円

千円

人0.16 0.16

4,140

5,908

4,412

4,140

5,582

4,140

▲ 4.2

0.0

1,020

千円

千円

22 年度分） ソフト事業

事 務
事 業 名

小杉丸山遺跡公園維持管理費
担
当
部
署

部名

課名

150

平成23年度予算

文化・スポーツ課
172 （文化財保存費） 電話 ５９－８０９３

事業№

点数

4

3

国指定史跡公園として整備された小杉丸山遺跡を良好な利用環境を維持し、保存継承を図る。

県の方針により入館者が減少する降雪時の冬季閉館(12～2月)を実施し、所要経費の節減に図っている。

活動指標にある「窯焼きフェスティバル」は県市が実行委員会を組織して行う唯一のイベント事業である。
復元された登り窯での焼成個体数に限りがあり、参加者は定員制となっている。このため参加者数での評
価はできないが、参加者の事業に対する意見は概ね良好である。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

「窯焼きフェスティバル」事業に用いる復元された登り窯の
老朽化や焼成に熟練者が必要なことなど今後の受託管理
のあり方についての再検討が必要。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等 国指定　1976年(昭和51年9月20日)

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

年度59

個別計画

・除草、集草、処分、防除についてはシルバー人材センターに委託

無

国指定史跡串田新遺跡公園の管理

第

款

項 社会教育費

文化財保存費

2

目

予
算
科
目

第

第

串田新遺跡公園維持管理費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

昭和

（文化財保存費）

2

文化財保護法・射水市文化財保護条例

－

担
当
部
署

部名

課名

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

総
合
計
画

2 節

ソフト事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

現状保存されている遺跡の適切な環境保全

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

構 造 ・ 階 数

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

173

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

　ガイダンス施設は整備されていないが、遺跡の立地や周辺の地形が見渡せる史跡公園としての機能を
損なわない維持管理を実施。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

今後とも頻繁に巡視を行い、適切な管理を心がけ、利用し
やすい環境を維持する。

評価委員会のコメント

事 務
事 業 名

点数

4

3

　 独立丘陵上に営まれた繩文時代の集落跡。北陸地方における繩文時代中期後葉の標式土器としてと
り上げられ、串田新式の名で型式設定されおり、学術上も重要。

　当課と富山県文化財保護指導委員の巡視結果を参考に、効率的な除草時期などを決定し、維持管理経
費の節減に努めている。

　丘陵のほぼ全体が指定地で、現状保存されているため、縄文集落と古墳時代の墳丘の立地を体感でき
る施設として有効である。

串田新遺跡公園維持管理費
担
当
部
署

部名

課名

200

平成23年度予算

1,360 千円

22 年度分） ソフト事業

５９－８０９３（文化財保存費） 電話

5,461▲ 6.0

3,901 千円

事業№

173

0.20人 0.0

達成度

4

3

必要性

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

人人

5,167

文化・スポーツ課

－

0.20 0.20

達成率最終目標

52

教育委員会

H23年度 年度29H
目標

52

5

2

5 4

H22年度

2 2

52 50

80.0

100.0

96.2

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

2

平成

H21年度
実績

52

単位

人

回

回

5

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

草刈・集草・処分

年度（

利用者数　※設定できる場合

回

除草剤散布

千円

（ ）

平成 23

平成22年度決算

3,296

千円

千円

伸率

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

▲ 8.6

平成21年度決算

千円3,607 千円

1,360

200

千円 4,856

千円200

1,360

千円5,167 4,856 ▲ 6.0 5,461千円 千円

施設点検

活
動
指
標



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

施策名（節 ）

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

174

事 業 期 間

㎡

管 理 形 態

指定管理者名

市 施 設県 施 設

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

18 千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

○

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助　

利子補給 ）

○団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員

文化・スポーツ課

電話

射水市内における指定文化財の保存継承を図るため

一般会計

教育費

補助金事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

事
業
目
的

対
象
交 付 先

意
図
補助目的

担
当
部
署

部名

課名

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 射水市文化財保護条例・射水市文化財保存事業費補助金交付要綱

－

第

第

放生津八幡宮築山保存補助金

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（文化財保存費）

2

　 県指定文化財。市指定放生津の曳山まつりとの密接な関連が窺える伝統行事であるが、継承者不
足が危惧される。稀少な行事を絶やさないためにも市が関わりを持ちながら指導することが重要なこと
から、継続的に定額な事業費補助を実施。

部

章

放生津八幡宮文化財保存会

第

款

項 社会教育費

文化財保護費2 節

無 頁 個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度57昭和

だれもがきらめくまちづくり

事
業
内
容

手
段
主な活動

市指定　1967年(昭和42年9月30日　昭和57年1月18日指定解除)
県指定  1982年(昭和57年1月18日)

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－

保存会員(氏子)数

136

千円174 174 0.0 174千円 千円

退職手当引当金相当額 千円20

千円 千円

千円

1

136

20

千円 174

0.0

平成21年度決算

千円18

1

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成22年度決算

18

千円

千円

0.0

千円

（ ）

平成 23 年度（

利用者数　※設定できる場合

0.0

千円

千円

0.0

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

平成

H21年度
実績

2,929

単位

人

世帯数

成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

2,929 2,892 98.7

目標

2,892

教育委員

H23年度

人

有効性 　 補助金交付事務の遣り取りの中から継承についての問題点や現状を捉えることができる。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

0.02人 0.0

4

4

妥当性

－

人0.02 0.02

（ 補 助 金 交 付件 数 ） （

174

件） （ 件）

18

1

1740.0

136

件）

千円

千円

（

22 年度分） 補助金事業

事 務
事 業 名

放生津八幡宮築山保存補助金
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

文化・スポーツ課
174 （文化財保存費） 電話 ５９－８０９３

事業№

点数

2

0

　 戦国時代(天正年間)から伝承されるといわれ、県指定文化財の特に保護が必要な行事であり、後世に
継承する責務を負う所有者及び管理団体への補助は妥当である。

　事業費に占める補助金額は少額であるが、継承に対する支援の意義は大きい。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　県内にあっても古い民俗行事の姿を残す貴重な行事。
　妥当性・有効性の観点から継続して補助することが必要で
あり、担い手の育成等の諸課題の解決に向けた補助金額
の検討を要する

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ｂ 補助率及び上限額の見直しが必要

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

施策名（節 ）

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

175

事 業 期 間

㎡

管 理 形 態

指定管理者名

市 施 設県 施 設

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

45 千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

○

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

○団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

射水市内における指定文化財の保存継承を図るため

一般会計

教育費

補助金事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

事
業
目
的

対
象
交 付 先

意
図
補助目的

担
当
部
署

部名

課名

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

－

第

第

専念寺傘松保存補助金

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（文化財保存費）

2

松枯れを防ぐため、防除と「傘松」の形状を維持・保存するための剪定及び支柱補強。
冬季の雪囲い

部

章

専念寺

第

款

項 社会教育費

文化財保護費2 節

無 頁 個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度40昭和

だれもがきらめくまちづくり

事
業
内
容

手
段
主な活動

県指定1965年(昭和40年1月1日)指定
そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－

害虫駆除

136

千円201 201 0.0 201千円 千円

退職手当引当金相当額 千円20

千円 千円

千円

1

136

20

千円 201

0.0

平成21年度決算

千円45

1

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成22年度決算

45

千円

千円

0.0

千円

（ ）

平成 23 年度（

利用者数　※設定できる場合

0.0

千円

千円

0.0

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

平成

H21年度
実績

5

単位

人

回

成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

5 5 100.0

目標

5

教育委員会

H23年度

人

有効性
　補助することにより市と一体となり文化財を守るという認識を持ちながら、保存継承へ取り組んでもらえる
意義は大きい。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

0.02人 0.0

4

4

妥当性

－

人0.02 0.02

（ 補 助 金 交 付件 数 ） （

201

件） （ 件）

45

1

2010.0

136

件）

千円

千円

（

22 年度分） 補助金事業

事 務
事 業 名

専念寺傘松保存補助金
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

文化・スポーツ課
175 （文化財保存費） 電話 ５９－８０９３

事業№

点数

2

0

　 地域を代表する天然記念物として指定し保護対象とした県指定文化財であり、後世に継承する責務を
負う所有者及び管理団体への補助は妥当である。

　事業費の約3割程度補助を有効に活用し保存を図っている。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　県の指定用件となっている傘状の樹冠を維持するため、
継続して補助することが必要であり、今後もモニタリングを
踏まえた保護措置と補助内容の検討を図る。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ｂ 補助率及び上限額の見直しが必要

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

県指定1965年(昭和40年1月1日)
そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度41昭和

だれもがきらめくまちづくり

2 節

有 頁

施肥及び害虫駆除により、ひいらぎを良好に維持・保存する。また、支柱により、風雪害を防ぐ。

部

章

所有者(個人)

第

款

項 社会教育費

文化財保護費

第

第

串田ひいらぎ保存補助金

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（文化財保存費）

2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 文化財保護法・富山県文化財保護条例・射水市文化財保護条例 

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
交 付 先

意
図
補助目的

補助金事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

射水市内における指定文化財の保存継承を図るため

一般会計

教育費

○団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

○ 15 千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

176

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ｂ 補助率及び上限額の見直しが必要

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

樹齢400年ともいわれる老樹で、樹勢が衰えている状況に
あり、その保護にはモニタリングを踏まえた保護措置が必
要。
個人所有者の日々の努力が不可欠であり、継続して助成を
行う。

評価委員会のコメント

点数

2

0

県指定文化財として保護対象とされた文化財であり、後世に継承する責務を負う所有者への補助は妥当
である。

所有者の不断の努力により保存が図られている。

文化・スポーツ課
176 （文化財保存費） 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

串田ひいらぎ保存補助金
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

22 年度分） 補助金事業

136

件）

千円

千円

（

1710.0

件） （ 件）

15

（ 補 助 金 交 付件 数 ） （

171

人0.02 0.02 0.02人 0.0

4

4

妥当性

－

人

有効性
補助を継続することにより市と一体となって文化財を守るという認識を持たれ、保存継承へ取り組んでもら
える意義は大きい。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

教育委員会

H23年度
目標

1

33 3

H22年度

1 1 100.0

回

実績 達成率

100.0

成
果
指
標

指　標　名
目標

3

平成

H21年度
実績

1

単位

人

回

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

年度（

利用者数　※設定できる場合

千円

（ ）

平成 23

平成22年度決算

15

千円

千円

0.0

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円15

千円 千円

千円

136

20

千円 171

退職手当引当金相当額 千円20

136

千円171 171 0.0 171千円 千円

施肥

害虫駆除

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

国指定「越中の稚児舞」1982年(昭和57年1月14日)
県指定「やんさんま」1967年(昭和42年3月25日)
県指定「御田植祭」1994年(平成6年2月24日)
市指定民俗文化財「鰤分け神事」2005年(平成17年8月9日)

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
主な活動

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

年度18

個別計画

国重要無形文化財「越中の稚児舞」
県指定民俗文化財「やんさんま」・「御田植祭」
市指定民俗文化財「鰤分け神事」

無

加茂神社神事伝承会

第

款

項 社会教育費

文化財保護費

2

目

予
算
科
目

第

第

下村加茂神社神事伝承会補助金

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

（文化財保存費）

2

文化財保護法・富山県文化財保護条例・射水市文化財保護条例 

－

担
当
部
署

部名

課名

部

章

事
業
目
的

対
象
交 付 先

意
図
補助目的

総
合
計
画

2 節

補助金事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

射水市内における指定文化財の保存継承を図るため

一般会計

教育費

○団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

○ 500 千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

構 造 ・ 階 数

内容（基準単価・補助率等）

民俗文化財の保存・継承事業
(保存及び継承に要する経費のうち市長が認めるもの)

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

177

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり補助することが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

行事が変容しないよう注視しながら支援を継続したい。

評価委員会のコメント

事 務
事 業 名

点数

4

0

保護対象とした文化財であり、後世に継承する責務を負う管理団体への補助は妥当である。

氏子と愛馬クラブなどの協力のもとで運営され、保存継承が図られている。

　氏子の世帯数が減少が見られ、多額の経費を伴う行事を保存会だけで守り続けることは困難なことから
補助金の交付による支援は有効である。また、本市の誇れる伝統行事として全国発信(PR)できる無形民
俗文化財である。

下村加茂神社神事伝承会補助金
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

136 千円

（

22 年度分） 補助金事業

５９－８０９３（文化財保存費） 電話

6560.0

500

1 件）

千円

件） （

事業№

177

0.02人 0.0

4

4

妥当性

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

（ 補 助 金交 付件 数 ）

人人

（

656

件）

文化・スポーツ課

－

0.02 0.02

教育委員会

H23年度
目標

1

11 1

H22年度

1 1 100.0

回

実績 達成率

100.0

成
果
指
標

指　標　名
目標

1

平成

H21年度
実績

2

単位

人

回

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

年度（

利用者数　※設定できる場合

千円

（ ）

平成 23

平成22年度決算

500

千円

千円

伸率

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

0.0

0.0

平成21年度決算

千円500

1

千円

1

136

20

千円 656

千円20

136

千円656 656 0.0 656千円 千円

「越中の稚児舞」の開催(公開)

「やんさんま」の開催



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

施策名（節 ）

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

178

事 業 期 間

　

113.40 ㎡

管 理 形 態

昭和 63

市直営

千石蔵　戸前　事務室(給湯室含む)　トイレ

指定管理者名

市 施 設県 施 設

無

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況

木造1階建て(土蔵造り)

延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 射水市下村民俗資料館

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

15 千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

○

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

○団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の教育及び文化の発展並びに民俗文化財の保護・収納展示に寄与するため、資料館を設置す
る。

一般会計

教育費

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

担
当
部
署

部名

課名

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 射水市下村民俗資料館条例

－

第

第

下村民俗資料館

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（文化財保存費）

2

学校教育及び生涯学習活動での見学施設としての利用と教材としての民具資料の貸し出し等も実
施。

部

章

市民・ビジター

第

款

項 社会教育費

文化財保護費2 節

無 頁 個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度63昭和

だれもがきらめくまちづくり

事
業
内
容

手
段
主な活動

　 この土蔵は、元下村三箇地区 舘 哲二氏(内務次官、東京府知事、鳥取県知事、石川県知事、公選
初代富山県知事、参議院議員を歴任)の所有の米蔵。
　　戦後の農地解放後に農協が譲り受け倉庫として使用。その後取り壊すことになったため、下村が
譲り受け開村百年事業の一環として昭和63年10月に現在地に移築し、収集した民具などの資料を収
蔵展示する資料館として開館した。
　※見学者の訪問時のみ開館対応(常駐職員配置は無い)

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

▲ 23.6

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 17.80 千円 13.60

17.80 千円

活
動
指
標

340

千円890 884 ▲ 0.7 922千円 千円

退職手当引当金相当額 千円50

452

千円 千円

千円

千円 千円

340

50

千円 884

平成21年度決算

千円48

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

千円

平成22年度決算

42

千円

千円452 千円

千円

▲ 12.5

防除

千円

（ ）

平成 23

除草

年度（

利用者数　※設定できる場合

見学者

回

0.0

千円

千円

0.0

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

回

1

2

平成

H21年度
実績

50

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

2 2

60 65

100.0

100.0

1 1 1

2

目標

70

教育委員会

H23年度

108.3 100

年度29H
達成率最終目標

人

有効性 学校教育及び生涯学習活動に組み込まれ利用されている。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

0.05人 0.0

達成度

4

4

必要性

▲ 23.613.60

千円

千円

人0.05 0.05

890

80

千円0.0

922▲ 0.7

340

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

事 務
事 業 名

下村民俗資料館
担
当
部
署

部名

課名

50

452

平成23年度予算

文化・スポーツ課
178 （文化財保存費） 電話 ５９－８０９３

事業№

点数

4

3

下地区の農家で使用されていた民具資料が一括して収蔵される市唯一の展示施設。

担当課の所在する下庁舎に隣接する施設のため、管理費の節減が図られている。

現在の利用状況については近隣自治会及び学校に使用が大半を占める。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　下地区の文化財や伝統行事見学などに併せた利用促進
等を検討したい。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等 （財）高樹会が所有し、博物館が寄託を受け保管展示する高樹文庫資料補修費の随伴補助金。

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
主な活動

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

年度15

個別計画

著述稿本類・文書記録類の虫損、綴じの損傷修理・地図類の継ぎ目ズレの修理

○H15～21年度(7ヵ年継続事業)修理点数   524点(総事業費124,312千円うち市負担額7,458千円)

○H22～24年度(3ヵ年継続事業)修理点数 2,452点(総事業費 69,000千円うち市負担額4,140千円)

無

財団法人　高樹会

第

款

項 社会教育費

文化財保護費

2

目

予
算
科
目

第

第

国指定重要文化財石黒信由関係資料修理事業費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成 平成

2

文化財保護法

24 年度

担
当
部
署

部名

課名

部

章

事
業
目
的

対
象
交 付 先

意
図
補助目的

総
合
計
画

2 節

補助金事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

射水市内における国重要文化財の保存継承を図るため

一般会計

教育費

○団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

　

○
千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

構 造 ・ 階 数

内容（基準単価・補助率等）

国庫補助対象修理事業費の6パーセント
(負担割合:国85％　県6％　市6％　高樹会3％)

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

179

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり補助することが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

事業完了予定の平成24年度まで補助を継続させ、保存継
承を果たしたい。

評価委員会のコメント

事 務
事 業 名

点数

4

0

国庫補助事業として実施する国指定重要文化財の保存活用を図るための修理であり、補助金の交付は
妥当である。

多額の費用を要する修理事業にあって国庫補助制度を活用することで、市負担額を6％に抑えられる。

修理を実施することにより一般公開が容易になり、活用の機会が増大する。また良好な保存状態を維持
することができる。

国指定重要文化財石黒信由関係資料修理事業費
担
当
部
署

部名

課名

90

平成23年度予算

612 千円

（

22 年度分） 補助金事業

５９－８０９３電話

2,08228.5

1,380

1 件）

千円

件） （

事業№

179

0.09人 0.0

4

4

妥当性

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

（ 補 助 金交 付件 数 ）

人人

（

1,620

件）

文化・スポーツ課

－

0.09 0.09

教育委員会

H23年度
目標

428

H22年度

714 714 100.0

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

平成

H21年度
実績

64

単位

人

点

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

年度（

利用者数　※設定できる場合

千円

（ ）

平成 23

平成22年度決算

1,380

千円

千円

伸率

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

50.3

0.0

平成21年度決算

千円918

1

千円

1

612

90

千円 2,082

千円90

612

千円1,620 2,082 28.5 2,082千円 千円

資料修理数



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

施策名（節 ）

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

180

事 業 期 間

平成 10

1,980.00 ㎡

管 理 形 態 市直営

展示室一175㎡・展示室二256㎡・企画展示室205㎡・収蔵庫262㎡・ｶﾞｲﾀﾞﾝｽﾙｰﾑ102㎡・ﾐｭｰｼﾞｱﾑｼｮｯ
ﾌﾟ・測量庭園2,000㎡・調査研究室・学芸員室・展示器具室・館長室・事務室・応接室、機械室、池

指定管理者名

市 施 設県 施 設

有

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況

鉄筋コンクリート造・平屋建て

延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 射水市新湊博物館

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課　新湊博物館

電話

上記資料を保管・収集・調査・研究を図りながら展示して活用することで、市民の教育及び芸術文化の
向上に寄与することを目的とし、博物館法に基づき射水市新湊博物館を設置する。

一般会計

教育費

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

担
当
部
署

部名

課名

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 博物館法・文化財保護法・射水市新湊博物館条例・射水市文化財保護条例

－

第

第

新湊博物館維持管理費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち2

（１）高樹文庫の資料、地域の歴史資料等の収集・保管
（２）高樹文庫の資料、地域の歴史資料等についての調査・研究
（３）高樹文庫の資料、地域の歴史資料等についての展示、学習情報の提供及び教育普及活動
（４）以上に掲げるもののほか、射水市教育委員会が必要と認める事業の実施

部

章

全市民及びビジター　・　高樹文庫資料、地域の歴史、芸術文化、生活等に関する資料

第

款

項 社会教育費

博物館費2 節

無 頁 個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度10平成

だれもがきらめくまちづくり

事
業
内
容

手
段
主な活動

（１）新湊博物館の設計は、吹上御所の設計を手がけられた建築家、故・内井蔵蔵（うちい しょうぞう）
氏による。
（２）収蔵資料の中核
　①3,765点の国指定重要文化財を含む、江戸時代後期の偉人「石黒信由」以下４代による和算、測
量術、地図の作成、天文学、暦学に関する「高樹文庫」資料の12,000点余。
　②射水市出身で、重要無形文化財「鉄釉陶器」保持者（人間国宝の）陶芸分野認定第一号の陶芸
家、石黒宗麿の陶芸作品・書画・その他関係資料の500点余。

そ
の
他
特記事項等

８３－０８００



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

▲ 14.6

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 14.17 千円 12.10

14.02

活
動
指
標

480

千円107,635 106,301 ▲ 1.2 102,379千円 千円

退職手当引当金相当額 千円5,000

32,885

千円 千円

千円

千円 千円

34,000

5,000

千円 107,827

千円23.2

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

32,885 千円

千円

▲ 2.7千円36,932

34,000

千円

平成22年度決算

35,942

千円

千円

平成21年度決算

1,500

講演会開催数

千円

（ ）

平成 23

企画展開催回数

年度（

利用者数　※設定できる場合

入館者数

回

0.0

千円

千円

0.0

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

回

6

7

平成

H21年度
実績

7,678

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

8 8

7,800 8,910

100.0

100.0

7 7 6

8

目標

8,910

教育委員会

H23年度

114.2 9,000

年度26H
達成率最終目標

人

有効性
全国に誇れる重要文化財を射水市民の誇りとして全国に向けて発信し、合併後の一体感を醸成するうえ
でもこれらの文化財をさらに有効に活用する検討と工夫が必要である。

点数評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

5.00人 0.0

達成度

4

3

必要性

▲ 14.911.93

千円

千円千円

人5.00 5.00

919

263

108,817

32,474

千円

1,202

324

0.0

104,359▲ 0.9

30.8

34,000

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

事 務
事 業 名

新湊博物館維持管理費
担
当
部
署

部名

課名

5,000

32,885

平成23年度予算

文化・スポーツ課　新湊博物館

180 電話 ８３－０８００

事業№

4

4

国登録クラスの重要文化財をより多くの市民及び観覧者に広く触れてもらい、地域の歴史・文化を市民の
誇りとしてもらうために重要な機能を持つ文化施設である。

事業のコスト削減をきめ細かに図りながら、初期の目標や水準を維持して博物館として求められる機能を
遂行している。

平均して企画展を年間６件以上実施するなど、収蔵品及び収集・受贈した資料を有効に活用し企画展示
を行った。地域からの調査依頼への対応や学習情報の提供など、日常的に多くの普及活動を行った。

評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

古文書に親しめる講座など、博物館ならではの講座等を企
画し利用促進を検討したい。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

1911年(明治44年)に「小杉貯金銀行」の社屋として新築
1979年(昭和54年)まで北陸銀行小杉支店として営業。その後小杉町に譲渡
1986年(昭和61年)小杉町民展示館として改築し開館
1999年(平成11年)国の有形登録文化財(建造物)の原簿登録(県内49番目の登録)

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度61昭和

だれもがきらめくまちづくり

2 節

無 頁

・地域作家展(その1～4)
・市所蔵美術作品展(その1～2)
・古きより(地域ゆかりの歴史資料等の展示)2回
・防犯標語展
・陶芸教室作品展
・保育園作品展
・絵本原画展
・書初め展

部

章

市民及びビジター

第

款

項 社会教育費

芸術文化施設費

第

第

小杉展示館管理運営費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 射水市小杉展示館条例

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の教養を高め文化の発展に寄与し、美術、工芸作品等の創作発表と普及の場を提供するた
め、展示館を設置する。

一般会計

教育費

　団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

　

　
千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 射水市小杉展示館

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況

木造2階建て

延 床 面 積

補助区分

指定管理

1階　①企画展示室　②小杉焼特別展示室　③収蔵庫　④事務所
2階　①展示室

指定管理者名

市 施 設県 施 設

無

管 理 形 態

昭和 61明治 44

331.51 ㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

181

事 業 期 間

施策名（節 ）

戸破地域振興会

指定管理期間 平成 22 年度 ～ 平成 24 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

各種の企画展に開催についても積極的に市の所蔵品など
の貸出を行い情報発信に努める。

評価委員会のコメント

点数

4

4

保護対象として登録した建造物であり、後世に継承する責務を負う。

地元の地域振興会が指定管理することにより身近な展示施設として活用頻度が増加している。

住民のニーズを把握したきめ細やかな企画展示により入館者が増加している。

文化・スポーツ課
181 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

小杉展示館管理運営費
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

136

千円

千円

千円

5,398▲ 35.3

5,242

8,339

千円

人0.50 0.02 0.02人 ▲ 96.0

達成度

4

3

必要性

▲ 56.10.98

千円

人

有効性
旧北陸道に面する築百年の黒漆喰り上げの土蔵造りで、旧小杉町の明治期のシンボル的な建造物
内装には随所に擬洋風の装飾が施され、ギャラリーとしての利用もできる。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

144.5 4,363

年度29H
目標

3,874

309

14

308 308

H22年度

12 14

3,798 5,488

100.0

116.7

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

12

平成

H21年度
実績

3,724

単位

人

回

309

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

▲ 96.0

千円

千円

▲ 96.0

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

入館者数

日

企画展等開催数

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

5,242

千円

千円 千円

千円

18.1

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円4,439

千円 千円

千円

千円 千円

136

20

千円 5,398

退職手当引当金相当額 千円500

3,400

千円8,339 5,398 ▲ 35.3 5,398千円 千円

活
動
指
標

▲ 56.1

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 2.24 千円 0.98

2.24 千円



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度14平成

だれもがきらめくまちづくり

2 節

無 頁

・竹内源造関連資料の収集・保管
・鏝絵教室の実施
・併設する埋蔵文化財展示室での資料の公開と活用

部

章

　市民及びビジター

第

款

項 社会教育費

芸術文化施設費

第

第

竹内源造記念館管理運営費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 射水市竹内源造記念館条例

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　　鏝絵の技術振興に資するため、鏝絵の保存及び収集を図り文化財を長く後世に伝えるとともに、市
民の教養を高め文化の発展に寄与することを目的として、記念館を設置する。

一般会計

教育費

　団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

　

　
千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 竹内源造記念館

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況

木造・2階建て

延 床 面 積

補助区分

市直営

1階　①考古資料常設展示室　②埋蔵文化財調査事務所　③埋蔵文化財整理作業室
2階　①竹内源造鏝絵常設展示室　②竹内源造鏝絵資料室　③写場　④会議室　⑤収蔵庫

指定管理者名

市 施 設県 施 設

無

管 理 形 態

平成 13昭和 9

799.45 ㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

182

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 　 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

次年度の途中から25年度まで復元改修のため、閉館を予
定している。

評価委員会のコメント

点数

4

4

　　小杉左官の名工竹内源造の鏝絵作品が遺存する施設で、指定文化財の鏝絵「雲に鶴」、「恵比寿・大
黒」、「波に亀」収蔵展示している。

職員を兼務させることにより、経費の節減を図っている。

入館者が増加傾向にある。

文化・スポーツ課
182 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

竹内源造記念館管理運営費
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

136

千円

千円

千円

3,624▲ 51.3

3,468

7,447

千円

人0.50 0.02 0.02人 ▲ 96.0

達成度

4

3

必要性

▲ 61.72.28

千円

人

有効性
　旧北陸道沿いに同氏の作品が点在しており、それらの情報を発信するガイダンスルーム的な機能を有し
ている。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

124.9 1,500

年度26H
目標

1,301

309

1

309 309

H22年度

1 1

1,275 1,592

100.0

100.0

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

1

平成

H21年度
実績

1,250

単位

人

回

309

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

▲ 96.0

千円

千円

▲ 96.0

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

入館者数

日

鏝絵教室の実施

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

3,473

千円

千円 千円

千円

▲ 2.1

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円3,547

千円 千円

千円

千円 千円

136

20

千円 3,629

退職手当引当金相当額 千円500

3,400

千円7,447 3,629 ▲ 51.3 3,624千円 千円

活
動
指
標

▲ 61.7

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 5.96 千円 2.28

5.96 千円



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 　 年度 ～ 年度

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

183

事 業 期 間

施策名（節 ）

昭和 9

799.45 ㎡

管 理 形 態

平成 13

市直営

指定管理者名

市 施 設県 施 設

無

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況

木造・2階建て

延 床 面 積

県支出金国庫支出金

55,600

平成21年度 平成22年度

記念館図面作成及び耐震診断
業務委託

平成23年度

記念館復元改修工事実施設計
業務委託

市債

78,800

一般財源

4,600

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

139,000 千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 竹内源造記念館

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

　

　

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　老朽化している記念館(旧小杉町役場)を建築当初に復元改修し、同館に遺存する小杉左官の名工
竹内源造の鏝絵をはじめとする鏝絵情報の発信スペースを構築する。

一般会計

教育費

　

施設等整備事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

総
合
計
画

（竹内源造記念館管理運営費）

2

都市再生特別措置法　社会資本整備総合交付金交付要綱

26 年度

担
当
部
署

部名

課名

2 節

第

第

記念館復元改築等実施設計

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成 平成

射水市竹内源造記念館復元改築事業

第

款

項

17

社会教育費

芸術文化施設費

2

目

予
算
科
目

年度22

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

個別計画

社会資本整備総合交付金の制度の既存建造物活用事業に位置づけて次のとおり計画。
・建築当初の様式に復元改修(耐震改修含む)
・交流スペースの新築
・鏝絵「双龍」の移設

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

有

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

活
動
指
標

入館者数

千円4,500 皆増 10,560千円 千円

1,360

200

千円 4,500

千円

皆増

平成21年度決算

千円 千円

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

平成22年度決算

2,940

千円

千円

伸率

千円

（ ）

平成 23

復元改修事業進捗状況

年度（

利用者数　※設定できる場合

千円

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

皆増

千円

千円

皆増

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

0

平成

H21年度
実績

1250

単位

人

人

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

1300 1592

98.0

122.5

3,000 2,940 9,000

目標

1350

教育委員会

H23年度

－

0.20 人人

文化・スポーツ課

有効性

達成度

4

4

妥当性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

0.20人 皆増

9,000

10,560皆増

千円

千円

22 年度分） 施設等整備事業

記念館復元改築等実施設計
担
当
部
署

部名

課名

200

平成23年度予算

1,360

５９－８０９３

事業№

183 （竹内源造記念館管理運営費） 電話

事 務
事 業 名

点数

3

4

図面作成と耐震診断の実施により、改修プランが作成できた。

3種の改修プランを比較でき、効率的な選定ができた

図面作成と耐震診断時の建物調査により、建築当初建築の様相を確認できた

図面作成と耐震診断業務で改修プランの決定に至った

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　歴史的建造物の専門家の意見を参考にしながら事業を進
める。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

射水市文化振興財団

指定管理期間 平成 21 年度 ～ 平成 23 年度

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

184

事 業 期 間

施策名（節 ）

平成 元

1,190.59 ㎡

管 理 形 態

平成

指定管理

①陶芸工房棟　②窯室棟　③宿泊研修棟　④穴窯棟　⑤粘土工芸センター　⑥展示棟

指定管理者名

市 施 設県 施 設 2

有

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況

木造・一部2階建て

延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

#VALUE!

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

室 千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 陶房「匠の里」

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

　

　

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　貴重な伝統文化を継承し、手作り文化活動の振興及び有意義な余暇の活用を通して、心のふれあ
いと豊かな生活の創造を図るため

一般会計

教育費

　

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

総
合
計
画

2

射水市陶房「匠の里」条例

－

担
当
部
署

部名

課名

2 節

第

第

陶房「匠の里」管理運営費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

一般及び施設利用者

第

款

項

17

社会教育費

芸術文化施設費

2

目

予
算
科
目

年度2

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

個別計画

・初心者向け半日陶芸教室、絵付け体験、電動ろくろ体験(随時)
・初歩の陶芸　        (こぶしコース　週1回　3ヶ月間)
・陶芸の絵付け       (絵付コース　  月2回　3ヶ月間)
・初歩～中級の陶芸 (Mコース　      週1回　6ヶ月間 )
・週末の夜間の陶芸 (夜間コース　  週1回　6ヶ月間 )
・本格的な陶芸       (Bコース　      週2回　6ヶ月間 )
・上級者向け作陶    (Cコース　      毎  日　6ヶ月間 )
・企画教室

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

有 リニューアル(H28～29)

事
業
内
容

手
段
主な活動

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

活
動
指
標

20

7,198

136

千円16,813 12,794 ▲ 23.9 12,044千円 千円

136

20

千円 12,794

千円

▲ 42.5

平成21年度決算

千円9,459 千円

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

郷土陶芸作家展の開催

千円

平成22年度決算

5,440

千円

千円7,198 千円

千円

伸率

焼き物まつり

千円

（ ）

平成 23

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数　

人

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

回

291

1

平成

H21年度
実績

13,427

単位

人

18回

成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

1 1

13,696 13,406

99.3

100.0

18 17

291 289

94.4

291

1

16

目標

13,969

教育委員会

H23年度

97.9 15,732

年度29H
達成率最終目標

▲ 23.80.95

0.02 0.02 人人

16,813

文化・スポーツ課

千円千円

有効性

達成度

4

4

必要性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

0.02人 0.0

4,690

千円0.0

12,044▲ 23.9

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

陶房「匠の里」管理運営費
担
当
部
署

部名

課名

20

7,198

平成23年度予算

136

５９－８０９３

事業№

184 電話

事 務
事 業 名

点数

4

3

本市唯一の本格的な陶芸体験施設

指定管理による施設のため担当課の事務量については変化は見られなかった。

団塊の世代や高齢者などの余暇利用施設として利用者の増加が見込める施設である

企画教室利用者の減少数をコース利用者の増加でカバーできなかった

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

指定管理者に利用者数増加のためのPRや営業活動などを
検討を促したい

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

千円 ▲ 23.8

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 1.25 千円 0.95

1.25



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

射水市文化振興財団

指定管理期間 平成 22 年度 ～ 平成 26 年度

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

185

事 業 期 間

施策名（節 ）

昭和 56

11,960.91 ㎡

管 理 形 態

平成 21

指定管理

大ホール(1220席)　小ホール(392席)　市民ホール(330㎡)　展示室(312㎡)　練習室1(洋室 54㎡)
練習室2(和室24畳)　練習室3(洋室106㎡)

指定管理者名

市 施 設県 施 設 1

有

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況

鉄骨・鉄筋コンクリート　3階建て

延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

#VALUE!

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

室 千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 新湊中央文化会館

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

　

　

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

市民の芸術文化の振興及び福祉の増進を図るため、文化会館を設置する。

一般会計

教育費

　

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

総
合
計
画

2

射水市新湊中央文化会館条例

－

担
当
部
署

部名

課名

2 節

第

第

新湊中央文化会館管理運営費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

一般及び施設使用者

第

款

項 社会教育費

芸術文化施設費

2

目

予
算
科
目

年度2

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

個別計画

・芸術文化事業の企画及び実施
12公演(Jポップス2、クラシック1、洋舞1、ファミリー1、サイエンス1、落語1、音楽劇1、吹奏楽1、合唱2、
美術展1)

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

有 リニューアル(H19～21)実施

事
業
内
容

手
段
主な活動

※中央公民館・新湊図書館・美術品収蔵室併設
※市指定避難所(収容想定人員5700人)

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

活
動
指
標

20

57,972

136

千円159,167 126,508 ▲ 20.5 124,285千円 千円

136

20

千円 128,879

千円

▲ 77.4

平成21年度決算

千円313,180 千円

千円▲ 98.9

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

平成22年度決算

70,751

千円

千円57,972 千円

千円

伸率

芸術文化事業の企画及び実施

千円

（ ）

平成 23

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数

日

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

回

347

11

平成

H21年度
実績

57,570

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

12 12

58,721 60,556

100.0

100.0

347 347 348

12

目標

59,896

教育委員会

H23年度

103.1 67,452

年度29H
達成率最終目標

▲ 24.42.09

0.02 0.02 人人

371,308

文化・スポーツ課

千円千円

有効性

達成度

4

3

必要性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

0.02人 0.0

212,141 2,371

68,528

千円

2,371

0.0

126,656▲ 65.3

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

新湊中央文化会館管理運営費
担
当
部
署

部名

課名

20

57,972

平成23年度予算

136

５９－８０９３

事業№

185 電話

事 務
事 業 名

点数

4

3

市内で1200人以上を収容できる唯一の施設として必要

指定管理による施設のため担当課の事務量については変化は見られない

舞台が広いため、舞踊・歌舞伎などの公演も可能

改修時に落ち込んだ利用者数を徐々に回復してきている

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

指定管理者に類似施設との棲み分けを図り、館の特徴を生
かした事業展開を図るよう工夫を促す

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

千円 ▲ 67.0

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 6.45 千円 2.13

2.76



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等 ※市指定避難施設(収容想定人員2800人)

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
主な活動

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

年度2

個別計画

・芸術文化事業の企画及び実施
10公演(琴・ヴァイオリン1、Jポップス1、クラシック2、合唱1、落語1、声楽1、童謡1、雅楽・ヴァイオリン
1、ファミリー1)

無

一般及び施設利用者

第

款

項 社会教育費

芸術文化施設費

2

目

予
算
科
目

第

第

小杉文化ホール管理運営費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

2

射水市小杉文化ホール条例

－

担
当
部
署

部名

課名

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

総
合
計
画

2 節

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

市民の芸術文化の振興及び福祉の増進を図るため、文化ホールを設置する。

一般会計

教育費

　団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

　

　
千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 小杉文化ホール

構 造 ・ 階 数

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

室 千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源

#VALUE!

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況

鉄筋コンクリート　3階建て

延 床 面 積

補助区分

指定管理

ひびきホール(大ホール818席)　まどかホール(小ホール　240席)　アトリウム　研修室1(洋室140㎡)
研修室2(洋室80㎡)　研修室(和洋室24畳)　練習室1(バンド機材　30㎡)　練習室2(ピアノ　30㎡)

指定管理者名

市 施 設県 施 設 1

有

管 理 形 態

平成平成 5

5,714.00 ㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

186

事 業 期 間

施策名（節 ）

射水市文化振興財団

指定管理期間 平成 22 年度 ～ 平成 26 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

千円 ▲ 1.6

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 1.61 千円 1.58

1.59

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

企画事業開催数減少が利用者数に反映され、前年度を下回る結果となった

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

指定管理者に利用者減少の要因とその対策について検討
を促す

評価委員会のコメント

事 務
事 業 名

点数

4

3

好立地の施設なため、800人程度までの事業内容実施に最適

指定管理による施設のため担当課の事務量については変化は見られなかった

周囲に市庁舎等の駐車場もあり利便性が高い。

小杉文化ホール管理運営費
担
当
部
署

部名

課名

20

85,000

平成23年度予算

136 千円

22 年度分） 施設管理運営事業

５９－８０９３電話

千円

2,413

0.0

157,579▲ 2.1

72,423 千円

事業№

186

0.02人 0.0

2,152 2,413

達成度

4

3

必要性

千円千円

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

人人

161,016

文化・スポーツ課

▲ 1.81.56

0.02 0.02

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

97.5 117,181

年度29H
目標

101,468

309

9

307 307

H22年度

10 10

102,013 99,479

100.0

100.0

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

11

平成

H21年度
実績

100,013

単位

人

回

305

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数

日

芸術文化事業の企画及び実施

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

72,413

千円

千円85,000 千円

千円

伸率

千円12.1

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

▲ 4.5

平成21年度決算

千円75,860 千円

136

20

千円 157,569

千円20

85,000

136

千円158,864 155,156 ▲ 2.3 155,166千円 千円

活
動
指
標



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

※併設施設
1階　新湊信用金庫大門支店　北陸銀行大門支店　正力・小林記念館　ふれあいロビー(喫茶)
2階　射水市民国際交流協会　射水市商工会館大門支所
3階　正力図書館
※市指定避難施設(収容想定人員700人)

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

芸術・文化の継承と創造 目

予
算
科
目

年度62昭和

だれもがきらめくまちづくり

2 節

無 頁

大ホールを使用する地域の文化振興に寄与する公演等事業
3事業(クラシック2、お笑い1)

部

章

市民他施設利用者

第

款

項 社会教育費

芸術文化施設費

第

第

大門総合会館管理運営費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 射水市大門総合会館条例

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

市民の福祉及び芸術文化の振興を図るため、総合会館を設置する。

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 別紙「施設明細」参照

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

187

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

自主事業の実施のあり方を検討していく。

評価委員会のコメント

点数

4

3

市民の福祉という目的には合致し、多目的な施設を有することから各種団体等が利用しやすい

指定管理の施設であるため担当課の事務量に変化はなかった

自主事業の開催数減少により集客数が減少した。

文化・スポーツ課
187 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

大門総合会館管理運営費
担
当
部
署

部名

課名

20

43,719

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

136

千円

千円

千円

4,757

94

0.0

78,575▲ 5.4

▲ 0.2

34,700

4,767

1,123

82,125

千円

人0.02 0.02 0.02人 0.0

達成度

4

3

必要性

18.01.19

千円

人

有効性 設置目的のひとつである芸術文化の振興については市内に類似施設があることから薄らいできている。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

79.4 88,565

年度29H
目標

78,695

348

2

347 347

H22年度

3 3

76,787 60,965

100.0

100.0

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

4

平成

H21年度
実績

75,292

単位

人

回

347

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

0.0

千円

千円

0.0

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数（総合会館＋記念館）

日

開催事業

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

33,792

千円

千円43,719 千円

千円

▲ 11.7

千円▲ 91.6

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円38,250

千円 千円

千円

千円 千円

136

20

千円 77,667

退職手当引当金相当額 千円20

43,719

136

千円76,235 72,816 ▲ 4.5 73,672千円 千円

4,756

147

活
動
指
標

16.8

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 1.09 千円 1.27

1.01 千円



事務事業評価シート（施設明細）

千円

事 業 コ ス ト 計 千円 千円

減 価 償 却 費 相 当 額

千円 #DIV/0!

伸率 平成23年度予算

千円

千円

利用者１人当たりコスト 千円

人 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 人

千円 千円一 般 財 源 千円

千円 千円そ の 他 千円

千円

施 設 使 用 料 千円 千円 千円

活
動

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

成
果
利用者数　※設定できる場合

人

）（ 利用者数

H21年度 H22年度
実績

設 備 ・ 規 模

指　標　名

当 該 事 務 従 事 職 員 数

小林與三次・正力松太郎

単位
目標

市 施 設

千円

千円 千円退職手当引当金相当額 千円

千円 千円

日 347 347 347

87,565人 74,736 76,231 60,063 78.8 77,775

100.0

年度
単位

H21年度

）

実績 目標 実績 達成率

人 件 費 千円

開館日数

指　標　名

成
果

活
動

21

H22年度

348

千円

目標 最終目標 達成率
H23年度 H 29

管 理 形 態
大門総合会館

鉄骨鉄筋コンクリート　地上6階　地下1階建て

指定管理者名

指定管理期間

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

大門総合会館管理運営費事業№
事 務
事 業 名

187

延 床 面 積 6,144.10

昭和 62 年度 改 修 年 度

施 設 名

施設管理運営事業

県 施 設 市 施 設

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課

年度

大ホール342席　こぶしホール304㎡　貸し会議室及び研修室9室(洋室7　和室2　計678㎡定員340名)
展示室104㎡　聴覚室70㎡　軽運動室147㎡　茶道室5.8畳　料理実習室78㎡

課名

電話

㎡

年度 類似施設状況

民間施設状況

５９－８０９３

年度～ 平成 23

指定管理

（財）射水市文化振興財団

平成

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 千円 千円

100.0 348日 347 347 347開館日数

達成率

人 556 556 902 162.2 920 1000

実績 達成率 目標 最終目標

民間施設状況

H23年度 H 29 年度

有 延 床 面 積 122.00 ㎡

年度

昭和 62 年度 改 修 年 度 年度 類似施設状況 県 施 設

年度 ～ 平成 23指定管理期間 平成 21

正力・小林記念館
（大門総合会館内）

管 理 形 態 指定管理

指定管理者名 （財）射水市文化振興財団

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

2 施 設 名

平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円

伸率

千円

退職手当引当金相当額事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

人

千円 千円

千円

千円

千円

1

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

設 備 ・ 規 模

利用者数　※設定できる場合
（ 利用者数

千円

人 件 費 千円

千円

事 業 コ ス ト 計 千円 千円

千円

一 般 財 源 千円 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

千円 千円施 設 使 用 料 千円

千円 #DIV/0!

千円

千円

利用者１人当たりコスト 千円

人

千円

千円

千円



 



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

(財)射水市絵本文化振興財団

指定管理期間 平成 22 年度 ～ 平成 26 年度

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

188

事 業 期 間

施策名（節 ）

平成 6

2,405.75 ㎡

管 理 形 態

平成

指定管理

地下1階(シアター200席　パフォーマンスホール) 1階　(インフォメーション ライブラリー　ギャラリー　カ
フェ　ショップ)　2階(ワークショップ　CGワークショップ　ラウンジ　ミーティングルーム)

指定管理者名

市 施 設県 施 設

有

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況

鉄筋コンクリート　地上2階　地下1階建て

延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

#VALUE!

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

室 千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 大島絵本館

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

　

　

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

市民の絵本文化を中心とした芸術文化の振興を図ることを目的として、絵本館を設置する。

一般会計

教育費

　

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

総
合
計
画

2

射水市大島絵本館条例

－

担
当
部
署

部名

課名

2 節

第

第

大島絵本館管理運営費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

施設利用者

第

款

項 社会教育費

芸術文化施設費

2

目

予
算
科
目

年度6

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

芸術・文化の継承と創造

個別計画

絵本文化推進事業の企画及び運営
・イベント事業(おおしま絵本のつどい　11企画)
・企画展示事業(原画展6、カフェギャラリー展22、パフォーマンスホール展示16)
・創作教室事業(10教室)
・ワークショップ(24企画、CGワークショップ等)

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

無

事
業
内
容

手
段
主な活動

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

活
動
指
標

20

32,743

136

千円116,293 107,674 ▲ 7.4 107,693千円 千円

136

20

千円 107,676

千円

▲ 10.3

平成21年度決算

千円83,395 千円

千円100.0

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

平成22年度決算

74,777

千円

千円32,743 千円

千円

伸率

絵本コンクール応募点数

千円

（ ）

平成 23

開館日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数

日

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

点

292

1,267

平成

H21年度
実績

37,631

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

1,267 1,520

38,384 43,290

100.0

120.0

292 292 293

1,520

目標

39,151

教育委員会

H23年度

112.8 44,091

年度29H
達成率最終目標

▲ 19.52.49

0.02 0.02 人人

116,294

文化・スポーツ課

千円千円

有効性

達成度

4

3

必要性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

0.02人 0.0

1 2

74,796

千円

2

0.0

107,695▲ 7.4

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

大島絵本館管理運営費
担
当
部
署

部名

課名

20

32,743

平成23年度予算

136

５９－８０９３

事業№

188 電話

事 務
事 業 名

点数

4

4

県内の代表的な絵本に関するを様々な楽しみを体験できる施設

指定管理の施設であるため担当課の事務量に変化はなかった

周囲の環境もよく幅広い年代層で利用可能。特に子育て世代へのアピール度は高い

入館者及び絵本コンクール応募ともに前年実績を上回る数を確保している

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　現行どおりきめ細かい諸展示等を継続しつつ、利用者の
ニーズにあった事業展開を図る

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

千円 ▲ 19.5

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 3.09 千円 2.49

3.09



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

　主な経費は体育指導委員報酬(年額17,500円/人）114名分の1,995千円、社会体育指導員の賃金4
名分6,900千円、健康保険料等の共済費1,100千円、その他

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
どのような
方 法 で

個別計画

スポーツ・レクリエーションの振興 目

予
算
科
目

年度17平成

だれもがきらめくまちづくり

3 節

無 頁

　主な事業内容として、教育委員会規則によりスポーツの振興を図るため社会体育指導員を配置し、
スポーツ実技指導、総合型地域スポーツクラブへの助言及び市直営スポーツ施設や学校体育施設開
放など円滑な運営を行っている。
　また、スポーツ振興法により教育委員会が体育指導委員（非常勤）を委嘱し、各種研修会や市及び
各地域のスポーツ振興や行事などに参加し、自身のスキルアップと市民へのスポーツ実技指導やス
ポーツに関する指導、助言を行っている。

部

章

市民の健康保持増進のため、社会体育指導員や体育指導委員の総務的経費

第

款

項 保健体育振興費

体育総務費

第

第

保健体育振興費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 スポーツ振興法

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
どのような
状 態 に

ソフト事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

市民のスポーツ振興を図り、健康で明るく豊かな生活の形成に資するため

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

189

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行（計画）どおり事業を進めることが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

問題意識を持ちながら、現行どおり事業を進める。

評価委員会のコメント

体育指導委員の定数について検証し、適正化を図られた
い。

Ｂ 事業の進め方の改善が必要

点数

4

4

社会体育指導員、体育指導委員は市民のスポーツ振興のため貢献していることから必要性は高い。

各地区の主要体育館に社会体育指導員を配置し、直営スポーツ施設の運営、地域の学校体育施設開放
事業の運営にあたり効率性も良い。

スポーツ行事、研修会等参加者は目標を達成し、大会運営、自身のスキルアップに寄与している。

文化・スポーツ課
189 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

保健体育振興費
担
当
部
署

部名

課名

70

平成23年度予算

22 年度分） ソフト事業

476

千円

千円

13,076▲ 1.0

12,530

12,445

人0.08 0.07 0.07人 ▲ 12.5

達成度

4

4

必要性

－

人

有効性
地域市民と良い関係を保ちながら、スポーツに関する指導助言により有効にスポーツ振興が図られてい
る。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

達成率最終目標

200

教育委員会

H23年度 年度29H
目標

200

55

30

55 58

H22年度

30 31

190 195

105.5

103.3

102.6

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

28

平成

H21年度
実績

141

単位

人

人

人

41

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

▲ 12.5

千円

千円

▲ 12.5

市体力測定会　測定者
（体育指導委員）

年度（

利用者数　※設定できる場合

人

市民体育大会開会式
（体育指導委員）

千円

（ ）

平成 23

平成22年度決算

11,778

千円

千円

▲ 0.4

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円11,821

千円 千円

千円

476

70

千円 12,324

退職手当引当金相当額 千円80

544

千円12,445 12,324 ▲ 1.0 13,076千円 千円

市体力測定会　被測定者
（市民）

活
動
指
標

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

補 助 内 容

構 造 ・ 階 数

平成21年度

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

平成23年度

市債 一般財源

根拠法令・要綱等

事
業
内
容

手
段
主な活動

会計

頁

スポーツ・レクリエーションの振興

次回更新は平成２６年度予定

任期２年間で、２期４年間に１度ユニフォームを更新することとしている。

無

款

項 保健体育振興費

体育総務費目

予
算
科
目

年度22

個別計画

第

第

体指ユニフォーム助成金

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

担
当
部
署

部名

課名

総
合
計
画

3 節

（保健体育振興費）

2

－

第

2 だれもがきらめくまちづくり

事
業
目
的

対
象
交 付 先

意
図
補助目的

補助金事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

体育指導委員のユニフォームを揃える場合、個人負担軽減のため助成している。

一般会計

教育費

　 事業費補助

部

章

射水市体育指導委員協議会

団体運営費補助

格差是正補助 ○ その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

○ 2 千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名

内容（基準単価・補助率等）

２，０００円／人

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

国庫支出金

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

指定管理期間

管 理 形 態

平成22年度

県支出金

㎡

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

190

事 業 期 間

施策名（節 ）

年度年度 ～



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト －

－

評価結果

－

評価結果
（１次） Ｂ 補助率及び上限額の見直しが必要

効率性

説　　　明

（２次）

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

現行どおりとする。

評価委員会のコメント

点数

2

0

体育指導委員活動としてユニフォームは必要であり、1着10,000円以上するものに対し助成額2,000円とし
ている。

ユニフォームは2期4年間の更新であることから、効率的で有効であると認められる。

体育指導委員としての自覚、責任感を高揚するとともに、市民に対し、体育指導委員であることが一目で
認識できる。

体指ユニフォーム助成金
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

136 千円

（

22 年度分） 補助金事業

５９－８０９３（保健体育振興費） 電話

166皆増

190

10 千円

事 務
事 業 名

件） （

事業№

妥当性

成
果
指
標

有効性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

（ 補 助 金交 付件 数 ）

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

4

4

（ 件） 1 件）

人人

文化・スポーツ課

0.02人 皆増

－

0.02

教育委員会

H23年度
目標

H22年度

599.1

達成率

115 114

実績

平成

H21年度
実績

0

単位

人

人

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

皆増

千円

千円

皆増

年度（

利用者数　※設定できる場合

指　標　名
目標

千円

（ ）

平成 23

平成21年度決算

千円

平成22年度決算

228

千円

千円

伸率

皆増

皆増

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

千円

1

136

20

千円384 皆増 166千円 千円

千円 384

ユニフォーム助成人数



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

施策名（節 ）

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

191

事 業 期 間

㎡

管 理 形 態

指定管理者名

市 施 設県 施 設

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 別紙「施設明細」参照

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活
の形成に資する。

一般会計

教育費

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

担
当
部
署

部名

課名

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条

－

第

第

社会体育施設（主要体育館）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（社会体育施設等維持管理費）

2

　ＮＰＯ法人総合型地域スポーツクラブ５団体が指定管理者として維持管理運営を行っている。また、
スポーツクラブ会員を募り、地域のニーズに応える数多くのスポーツ教室、イベントを開催し、市民の
健康保持増進及びスポーツの振興に一翼を担っている。

部

章

全市民

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費3 節

無 頁 個別計画

スポーツ・レクリエーションの振興 目

予
算
科
目

年度17平成

だれもがきらめくまちづくり

事
業
内
容

手
段
主な活動

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

▲ 5.1

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.67 千円 0.63

0.65 千円

活
動
指
標

3,264

千円244,540 238,910 ▲ 2.3 237,404千円 千円

4,713

退職手当引当金相当額 千円480

152,569

千円 千円

千円

千円 千円

3,264

480

千円 244,166

平成21年度決算

千円92,548

千円21.6

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

千円

平成22年度決算

87,853

千円

千円152,569 千円

千円

▲ 5.1

千円

（ ）

平成 23

別紙「施設明細」参照

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用人数（６施設計）

0.0

千円

千円

0.0

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

平成

H21年度
実績

374,191

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

371,000 386,687

目標

377,000

教育委員会

H23年度

104.2 377,000

年度29H
達成率最終目標

人

有効性 　多くの市民が施設を利用され、成果指標の達成率からも有効であると認められる。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

0.36人 0.0

達成度

3

4

必要性

▲ 5.50.62

千円

千円

人0.48 0.48

4,321

248,861

86,740

千円

5,256

0.0

242,117▲ 1.9

2,448

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

事 務
事 業 名

社会体育施設（主要体育館）
担
当
部
署

部名

課名

360

152,569

平成23年度予算

文化・スポーツ課
191 （社会体育施設等維持管理費） 電話 ５９－８０９３

事業№

点数

3

3

　多くの市民が健康の保持及び増進に使用されておられ、スポーツの振興、心身の健全な発達と明るく豊
かな生活の形成に資するため必要性が高い。

　更に事務改善により効率性を上げるよう、指定管理者は努力している。

　順調に推移している。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　市民の健康増進のため全て重要な役割を担っており、現
行どおり管理運営を行う。
　小杉体育館は老朽や耐震化されていないなどの課題はあ
るが、トレーニングルーム、柔剣道場、卓球場等の施設があ
り、歌の森運動公園のスポーツゾーンの受付業務を担い市
民の利用者も多いことから、施設統廃合については慎重に
検討しなければならない。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果



事務事業評価シート（施設明細）

0.06 人

千円

81,262 千円

60 千円

408

利用者１人当たりコスト 0.82 千円 0.84

13.9 2,392 千円

千円▲ 4.4 78,870

千円 2.1

0.0

千円施 設 使 用 料 千円
財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 2,100 千円

千円

千円

▲ 4.0

2,391

一 般 財 源 82,702 千円 79,027 千円

0.0 57,670 千円

事 業 コ ス ト 計 84,802 千円 81,418 千円

23,124

人 件 費 544 千円 544

▲ 12.8 千円

1

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

設 備 ・ 規 模

利用者数　※設定できる場合
（ 利用者数

千円

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

人

千円 80 千円

千円

千円

伸率

千円 0.0

退職手当引当金相当額 80 0.0

平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 26,508

減 価 償 却 費 相 当 額 57,670 千円 57,670

23,124 千円

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

2 施 設 名
アルビス小杉総合体育センター
（小杉総合体育センター）

管 理 形 態 指定管理

指定管理者名 NPO法人こすぎ総合スポーツクラブきらり

鉄骨鉄筋コンクリート造・２階建 指定管理期間 平成 22 年度 ～ 平成 26 年度

平成 4 年度 改 修 年 度 年度 類似施設状況 県 施 設

有 延 床 面 積 6,730.00 ㎡ 民間施設状況

H23年度 H 29 年度
実績 達成率 目標 最終目標

開館日数

達成率

人 75,326 75,000 78,211 104.3 75,000 75,000

日 310 310 310 100.0 310

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 19,604 千円 18,504 千円

５９－８０９３

年度～ 平成 26

指定管理

NPO法人新湊カモンスポーツクラブ

平成

メインアリーナ（1,570㎡）、サブアリーナ（782㎡）、トレーニング室（225㎡）、卓球室（225㎡）、柔道場
（1,545㎡）、研修室、会議室2室、観客席（2,120席）

課名

電話

㎡

年度 類似施設状況

民間施設状況

施設管理運営事業

県 施 設 市 施 設

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課

年度

施 設 名

有 延 床 面 積 8,382.00

昭和 62 年度 改 修 年 度 平成 6

事業№
事 務
事 業 名

191

社会体育施設（主要体育館）

（社会体育施設等維持管理費）

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

管 理 形 態新湊アイシン軽金属スポーツセンター
（新湊総合体育館）

鉄骨鉄筋コンクリート造・２階建

指定管理者名

指定管理期間 22

H22年度

309

千円

目標 最終目標 達成率
H23年度 H 29

開館日数

指　標　名

成
果

活
動

人 件 費 544 千円 544

年度
単位

H21年度

）

実績 目標 実績 達成率

100,000人 103,508 100,000 97,296 97.3 100,000

100.0日 309 309 309

千円 0.0 408 千円

60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 34,884

千円 0.0

設 備 ・ 規 模

指　標　名

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08

大アリーナ（2,200㎡）、小アリーナ（600㎡）、大会議室、小会議室、更衣室（シャワー室）、医務室、電
動ステージ、観客席（1,964席）

単位
目標

市 施 設

成
果
利用者数　※設定できる場合

0.08 人

）（ 利用者数

H21年度 H22年度
実績

活
動

54,039 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

施 設 使 用 料 千円 千円 千円

そ の 他 1,365 千円 1,636 千円 19.9 1,531 千円

一 般 財 源 53,747 千円 52,376 千円 ▲ 2.6 52,508 千円

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08 人 0.0 0.06 人

利用者１人当たりコスト 0.73 千円 0.69 千円 ▲ 5.6

伸率 平成23年度予算

▲ 5.6 18,687 千円

千円 0.0 34,884 千円

事 業 コ ス ト 計 55,112 千円 54,012 千円 ▲ 2.0

減 価 償 却 費 相 当 額 34,884



事務事業評価シート（施設明細）

５９－８０９３

課名

電話

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課
事業№

事 務
事 業 名

191

社会体育施設（主要体育館）

（社会体育施設等維持管理費）

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

千円 ▲ 7.6利用者 １人当たりコスト 0.44 千円 0.41

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 24,227 千円 24,091 千円 ▲ 0.6 23,828 千円

95

千円

千円 千円

千円 493.8 76

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 16 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 ▲ 0.2 23,904 千円事 業 コ ス ト 計 24,243 千円 24,186

千円 0.0 14,521 千円減 価 償 却 費 相 当 額 14,521 千円 14,521

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 ▲ 0.6 8,915 千円直 接 事 業 費 9,098 千円 9,041

310

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

303 311 311 100.0
活
動
開館日数 日

55,000 55,000
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 54,903 55,000 59,255 107.7

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 大アリーナ（1,342㎡）、柔剣道場（407㎡）、トレーニング室（152㎡）、更衣室（シャワー室）、会議室

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 有 延 床 面 積 3,213.87

26 年度

建 築 年 度 昭和 57 年度 改 修 年 度

22 年度 ～ 平成構 造 ・ 階 数 鉄骨鉄筋コンクリート造・２階建 指定管理期間 平成

指定管理

指定管理者名 NPO法人だいもんスポーツクラブ

千円 ▲ 4.6

4 施 設 名 大門総合体育館
管 理 形 態

利用者１人当たりコスト 0.47 千円 0.45

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 38,646 千円 36,775 千円 ▲ 4.8 36,529 千円

171

千円

千円 千円

千円 皆増 171

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 ▲ 4.4 36,700 千円事 業 コ ス ト 計 38,646 千円 36,946

千円 0.0 22,179 千円減 価 償 却 費 相 当 額 22,179 千円 22,179

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 ▲ 10.7 14,053 千円直 接 事 業 費 15,843 千円 14,143

313

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

313 314 314 100.0
活
動
開館日数 日

82,000 82,000
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 82,653 82,000 82,811 101.0

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模
体育室（1,473㎡）、柔剣道場（505㎡）、卓球場（238㎡）、トレーニングルーム（268㎡）、更衣室（シャ
ワー室）、観覧席（200席）

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

年度 県 施 設

耐 震 の 有 無 無 延 床 面 積 4,290.00

平成

市 施 設

26 年度

建 築 年 度 昭和 56 年度 改 修 年 度 類似施設状況

指定管理者名 NPO法人こすぎ総合スポーツクラブきらり

構 造 ・ 階 数 鉄骨鉄筋コンクリート造・２階建 指定管理期間 平成 22 年度 ～

小杉体育館
管 理 形 態 指定管理

3 施 設 名



事務事業評価シート（施設明細）

５９－８０９３

課名

電話

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課
事業№

事 務
事 業 名

191

社会体育施設（主要体育館）

（社会体育施設等維持管理費）

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

千円 ▲ 15.4利用者 １人当たりコスト 0.90 千円 0.76

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 15,992 千円 15,781 千円 ▲ 1.3 15,625 千円

40

千円

千円 千円

千円 皆増 40

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 ▲ 1.1 15,665 千円事 業 コ ス ト 計 15,992 千円 15,821

千円 0.0 7,610 千円減 価 償 却 費 相 当 額 7,610 千円 7,610

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 ▲ 2.2 7,587 千円直 接 事 業 費 7,758 千円 7,587

305

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

308 305 305 100.0
活
動
開館日数 日

20,000 20,000
（ 利用人数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 17,707 18,000 20,709 115.1

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 体育室（782㎡）、トレーニングルーム、和室、ミーティングルーム

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 有 延 床 面 積 1,225.07

26 年度

建 築 年 度 昭和 60 年度 改 修 年 度 平成 19

22 年度 ～ 平成構 造 ・ 階 数 鉄筋コンクリート造・平屋建 指定管理期間 平成

指定管理

指定管理者名 NPO法人しもむらスポーツクラブまいけ

千円 ▲ 12.4

6 施 設 名 下村体育館
管 理 形 態

利用者１人当たりコスト 0.75 千円 0.66

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 29,226 千円 30,860 千円 5.6 30,044 千円

923

千円

千円 千円

千円 9.9 503

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 840 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 5.7 30,547 千円事 業 コ ス ト 計 30,066 千円 31,783

千円 0.0 15,705 千円減 価 償 却 費 相 当 額 15,705 千円 15,705

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 12.5 14,374 千円直 接 事 業 費 13,737 千円 15,454

306

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

308 306 306 100.0
活
動
開館日数 日

45,000 45,000
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 40,094 41,000 48,405 118.1

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模
大アリーナ（1,437㎡）、トレーニング室（346㎡）、研修室（大・小）、更衣室（シャワー室）、観覧席（200
席）

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 有 延 床 面 積 3,967.00

26 年度

建 築 年 度 平成 12 年度 改 修 年 度

22 年度 ～ 平成構 造 ・ 階 数 鉄骨鉄筋コンクリート造・２階建 指定管理期間 平成

指定管理

指定管理者名 NPO法人おおしまスポーツクラブ
5 施 設 名

ヨシダ大島体育館
（大島体育館）

管 理 形 態



 



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

スポーツ・レクリエーションの振興 目

予
算
科
目

年度17平成

だれもがきらめくまちづくり

3 節

無 頁

 地区住民の健康保持増進及びスポーツ振興のコミュニティ活動

部

章

全市民（地区住民）

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

第

第

社会体育施設（地区体育館）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（社会体育施設等維持管理費）

2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活
の形成に資する。

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 別紙「施設明細」参照

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

192

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　現行どおり運営するが、地域コミュニティ活動の施設として
地域への移管や、地区体育館が老朽化していることから、
地域コミュニティセンター整備時に機能を位置づけるなどの
検討しなければならない。

評価委員会のコメント

点数

3

3

  地域のスポーツ活動、コミュニティ活動、災害時活用を考慮すると必要性がある。

　地域近隣に施設があることは市民生活を快適に営むことができ、災害時に活用できるなど効率性が高
い。

　地域において、様々な活動に利用されている。

文化・スポーツ課
192 （社会体育施設等維持管理費） 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

社会体育施設（地区体育館）
担
当
部
署

部名

課名

300

14,168

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

2,040

千円

千円

千円

354

0.0

20,9365.4

▲ 6.1

4,428

377

21,101

千円

人0.40 0.40 0.30人 0.0

達成度

4

3

必要性

24.40.80

千円

人

有効性 　地域コミュニティ活動だけでなく、災害時に活用でき有効性がある。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

89.0 27,500

年度29H
目標

27,600

H22年度

30,600 27,233

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

平成

H21年度
実績

32,071

単位

人

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

0.0

千円

千円

0.0

別紙「施設明細」参照

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数（５施設計）

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

4,961

千円

千円14,168 千円

千円

30.1

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円3,813

千円 千円

千円

千円 千円

2,720

400

千円 22,249

退職手当引当金相当額 千円400

14,168

2,720

千円20,724 21,895 5.7 20,543千円 千円

393

活
動
指
標

24.2

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.66 千円 0.82

0.65 千円



事務事業評価シート（施設明細）

0 千円

事 業 コ ス ト 計 1,630 千円 1,494 千円 ▲ 8.3

減 価 償 却 費 相 当 額 0

千円 ▲ 0.2

伸率 平成23年度予算

▲ 13.5 1,129 千円

千円

利用者１人当たりコスト 0.21 千円 0.21

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円 ▲ 9.4 1,372 千円一 般 財 源 1,432 千円 1,297

千円 千円そ の 他 千円

千円

施 設 使 用 料 198 千円 197 千円 ▲ 0.5 225 千円

活
動

1,597 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

成
果
利用者数　※設定できる場合

0.08 人

）（ 利用者数

H21年度 H22年度
実績

設 備 ・ 規 模

指　標　名

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08

体育室（480㎡）

単位
目標

市 施 設

千円 0

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円

日 358 358 358

8,500人 8,583 8,600 8,600 100.0 8,600

100.0

年度
単位

H21年度

）

実績 目標 実績 達成率

人 件 費 544 千円 544

開館日数

指　標　名

成
果

活
動

22

H22年度

359

千円

目標 最終目標 達成率
H23年度 H 29

管 理 形 態
大島勤労者体育センター

鉄筋コンクリート一部鉄骨造・２階建

指定管理者名

指定管理期間

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（地区体育館）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

192

無 延 床 面 積 1,395.32

昭和 55 年度 改 修 年 度

施 設 名

施設管理運営事業

県 施 設 市 施 設

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課

年度

アリーナ（1,187㎡）、２階（207㎡）、更衣室（シャワー室）

課名

電話

㎡

年度 類似施設状況

民間施設状況

５９－８０９３

年度～ 平成 26

指定管理

NPO法人おおしまスポーツクラブ

平成

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 1,006 千円 870 千円

100.0 359日 358 358 358開館日数

達成率

人 7,760 7,500 7,129 95.1 7,500 7,500

実績 達成率 目標 最終目標

民間施設状況

H23年度 H 29 年度

有 延 床 面 積 480.00 ㎡

年度

昭和 58 年度 改 修 年 度 平成 20 年度 類似施設状況 県 施 設

年度 ～木造・平屋建 指定管理期間

大島中央公園コミュティ体育館
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

2 施 設 名

平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 1,906

減 価 償 却 費 相 当 額 6,799 千円 6,799

2,016 千円

伸率

千円 0.0

退職手当引当金相当額 80 0.0事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

人

千円 80 千円

千円

千円

千円

1

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

設 備 ・ 規 模

利用者数　※設定できる場合
（ 利用者数

千円 2,016

人 件 費 544 千円 544

5.8

0.0 6,799 千円

事 業 コ ス ト 計 9,329 千円 9,439 千円

千円

1.2

一 般 財 源 9,329 千円 9,439 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

千円 千円施 設 使 用 料 千円

千円 1.0

0.0

千円

千円1.2 9,283

利用者 １人当たりコスト 1.09 千円 1.10

0.06 人

千円

9,283 千円

60 千円

408



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（地区体育館）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

192

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課課名

電話 ５９－８０９３

3 施 設 名 海老江体育館
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 鉄骨造・平屋建 指定管理期間 年度 ～

改 修 年 度 類似施設状況建 築 年 度 昭和 56 年度 市 施 設

年度

耐 震 の 有 無 無 延 床 面 積 549.00 ㎡ 民間施設状況

年度 県 施 設

設 備 ・ 規 模 体育室（499㎡）

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度
実績 目標 実績 達成率 目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 3,281 3,000 3,010 100.3 3,000 3,000
（ 利用者数 ）

活
動
開館日数 日 205 205 217 105.9 210

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 322 千円 747 千円 132.0 535 千円

人 件 費 544 千円 544 千円 0.0 408 千円

退職手当引当金相当額 80 千円 80 千円 0.0 60 千円

減 価 償 却 費 相 当 額 2,563 千円 2,563 千円 0.0 2,563 千円

事 業 コ ス ト 計 3,509 千円 3,934 千円 12.1 3,566 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 36 千円

千円

41

千円

千円

千円 13.9 36 千円

千円

一 般 財 源 3,473 千円 3,893 千円 12.1 3,530 千円

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08 人 0.0 0.06 人

利用者１人当たりコスト 1.07 千円 1.31 千円 22.2

4 施 設 名 本江体育館
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 鉄骨造・平屋建 指定管理期間 年度 ～ 年度

建 築 年 度 昭和 56 年度 改 修 年 度

耐 震 の 有 無 無 延 床 面 積 495.00 ㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

設 備 ・ 規 模 体育室（448㎡）

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度
実績 目標 実績 達成率 目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 3,960 3,500 3,414 97.5 3,500 3,500
（ 利用者数 ）

活
動
開館日数 日 239 230 232 100.9 230

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 253 千円 723 千円 185.8 344 千円

人 件 費 544 千円 544 千円 0.0 408 千円

退職手当引当金相当額 80 千円 80 千円 0.0 60 千円

減 価 償 却 費 相 当 額 2,264 千円 2,264 千円 0.0 2,264 千円

事 業 コ ス ト 計 3,141 千円 3,611 千円 15.0 3,076 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 66 千円

千円

51

千円

千円

千円 ▲ 22.7 72 千円

千円

一 般 財 源 3,075 千円 3,560 千円 15.8 3,004 千円

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08 人 0.0 0.06 人

利用者１人当たりコスト 0.79 千円 1.06 千円 33.3



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（地区体育館）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

192

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課課名

電話 ５９－８０９３

5 施 設 名 七美体育館
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 鉄骨造・平屋建 指定管理期間 年度 ～ 年度

建 築 年 度 昭和 58 年度 改 修 年 度

耐 震 の 有 無 有 延 床 面 積 499.00 ㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

設 備 ・ 規 模 体育室（499㎡）

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度
実績 目標 実績 達成率 目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 8,487 8,000 5,080 63.5 5,000 5,000
（ 利用者数 ）

活
動
開館日数 日 242 240 227 94.6 230

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 326 千円 605 千円 85.6 404 千円

人 件 費 544 千円 544 千円 0.0 408 千円

退職手当引当金相当額 80 千円 80 千円 0.0 60 千円

減 価 償 却 費 相 当 額 2,542 千円 2,542 千円 0.0 2,542 千円

事 業 コ ス ト 計 3,492 千円 3,771 千円 8.0 3,414 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 77 千円

千円

65

千円

千円

千円 ▲ 15.6 60 千円

千円

一 般 財 源 3,415 千円 3,706 千円 8.5 3,354 千円

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08 人 0.0 0.06 人

利用者１人当たりコスト 0.41 千円 0.74 千円 80.4



 



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

スポーツ・レクリエーションの振興 目

予
算
科
目

年度17平成

だれもがきらめくまちづくり

3 節

無 頁

市内、県内の全域的なスポーツ大会の開催
少年サッカー大会、ソフトボール大会

部

章

全市民

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

第

第

社会体育施設（主要グラウンド）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（社会体育施設等維持管理費）

2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活
の形成に資する。

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 別紙「施設明細」参照

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

193

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

現行どおり管理運営を行う

評価委員会のコメント

点数

4

4

　市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活の形
成に資するため必要性が高い。

主要グラウンドによって、健康の保持増進に寄与し、市民生活を快適に営むことができ、災害時に活用で
きるなど効率性が高い。

　その年の天候により利用人数の増減はあるものの、利用人数は順調に推移している。

文化・スポーツ課
193 （社会体育施設等維持管理費） 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

社会体育施設（主要グラウンド）
担
当
部
署

部名

課名

240

2,576

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

1,632

千円

千円

千円

877

21

0.0

12,571▲ 2.0

4.0

8,123

843

2

15,650

千円

人0.32 0.32 0.24人 0.0

達成度

4

3

必要性

7.50.35

千円

人

有効性 　設置目的からも有効であり、位置的にも活用度は高い。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

91.2 42,000

年度29H
目標

42,100

H22年度

45,200 41,221

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

平成

H21年度
実績

45,466

単位

人

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

0.0

千円

千円

0.0

別紙「施設明細」参照

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数（４施設計）

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

10,262

千円

千円2,576 千円

千円

▲ 3.0

千円950.0

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円10,578

千円 千円

千円

千円 千円

2,176

320

千円 15,334

退職手当引当金相当額 千円320

2,576

2,176

千円14,805 14,436 ▲ 2.5 11,930千円 千円

624

17

活
動
指
標

8.1

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.34 千円 0.37

0.33 千円



事務事業評価シート（施設明細）

千円

事 業 コ ス ト 計 2,313 千円 2,042 千円 ▲ 11.7

減 価 償 却 費 相 当 額

千円 3.0

伸率 平成23年度予算

▲ 16.0 1,418 千円

千円

利用者１人当たりコスト 0.30 千円 0.31

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円 ▲ 11.8 1,886 千円一 般 財 源 2,311 千円 2,038

千円 100.0 千円そ の 他 2 千円 4

千円

施 設 使 用 料 千円 千円 千円

活
動

1,886 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

成
果
利用者数　※設定できる場合

0.08 人

）（ 利用者数

H21年度 H22年度
実績

設 備 ・ 規 模

指　標　名

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08

グラウンド18,260㎡、野球２面、ソフトボール２面、照明設備

単位
目標

市 施 設

千円

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円

日 302 302 304

14,000人 17,223 17,000 13,125 77.2 14,000

100.7

年度
単位

H21年度

）

実績 目標 実績 達成率

人 件 費 544 千円 544

利用可能日数

指　標　名

成
果

活
動

22

H22年度

304

千円

目標 最終目標 達成率
H23年度 H 29

管 理 形 態
サン・ビレッジ新湊

鉄筋コンクリート造・平屋建

指定管理者名

指定管理期間

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（主要グラウンド）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

193

有 延 床 面 積 300.00

平成 8 年度 改 修 年 度

施 設 名

施設管理運営事業

県 施 設 市 施 設

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課

年度

競技場面積16,128㎡、野球場１面、サッカー１面、ソフトボール２面、200ｍトラック、100ｍ直線走路８
コース、トレーニング室（160㎡）、ミーティングルーム、更衣室、照明設備

課名

電話

㎡

年度 類似施設状況

民間施設状況

５９－８０９３

年度～ 平成 26

指定管理

（財）射水市体育協会

平成

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 1,689 千円 1,418 千円

100.0 359日 358 358 358利用可能日数

達成率

人 7,680 7,700 6,582 85.5 6,600 6,500

実績 達成率 目標 最終目標

民間施設状況

H23年度 H 29 年度

延 床 面 積 ㎡

年度

昭和 61 年度 改 修 年 度 年度 類似施設状況 県 施 設

年度 ～ 平成 26指定管理期間 平成 22

下村グラウンド
管 理 形 態 指定管理

指定管理者名 NPO法人しもむらスポーツクラブまいけ

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

2 施 設 名

平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 6,602

減 価 償 却 費 相 当 額 1,789 千円 1,789

5,704 千円

伸率

千円 0.0

退職手当引当金相当額 80 0.0事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

人

千円 80 千円

千円

千円

千円

1

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

設 備 ・ 規 模

利用者数　※設定できる場合
（ 利用者数

千円 5,583

人 件 費 544 千円 544

▲ 13.6

0.0 1,789 千円

事 業 コ ス ト 計 9,015 千円 8,117 千円

千円

▲ 10.0

17

一 般 財 源 9,015 千円 8,100 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

千円 千円施 設 使 用 料 千円

千円 18.2

0.0

皆増 17 千円

千円▲ 10.1 7,823

利用者 １人当たりコスト 0.52 千円 0.62

0.06 人

千円

7,840 千円

60 千円

408



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（主要グラウンド）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

193

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課課名

電話 ５９－８０９３

3 施 設 名 大島中央公園コミュニティ広場
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 （トイレ・野球場ベンチ等） 指定管理期間 年度 ～

改 修 年 度 類似施設状況建 築 年 度 平成 6 年度 市 施 設

年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積 ㎡ 民間施設状況

年度 県 施 設

設 備 ・ 規 模 グラウンド10,000㎡、野球１面、サッカー１面、ソフトボール２面、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度
実績 目標 実績 達成率 目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 9,541 9,500 9,510 100.1 9,500 9,500
（ 利用者数 ）

活
動
利用可能日数 日 358 358 358 100.0 359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 1,944 千円 2,583 千円 32.9 562 千円

人 件 費 544 千円 544 千円 0.0 408 千円

退職手当引当金相当額 80 千円 80 千円 0.0 60 千円

減 価 償 却 費 相 当 額 528 千円 528 千円 0.0 528 千円

事 業 コ ス ト 計 3,096 千円 3,735 千円 20.6 1,558 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 731 千円

千円

729

千円

千円

千円 ▲ 0.3 560 千円

千円

一 般 財 源 2,365 千円 3,006 千円 27.1 998 千円

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08 人 0.0 0.06 人

利用者１人当たりコスト 0.32 千円 0.39 千円 21.0

4 施 設 名 歌の森運動公園多目的グラウンド
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 （トイレ） 指定管理期間 年度 ～ 年度

建 築 年 度 平成 2 年度 改 修 年 度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積 ㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

設 備 ・ 規 模 グラウンド18,309㎡、サッカー１面、ソフトボール２面

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度
実績 目標 実績 達成率 目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 11,022 11,000 12,004 109.1 12000 12000
（ 利用者数 ）

活
動
利用可能日数 日 358 358 358 100.0 359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 343 千円 557 千円 62.4 560 千円

人 件 費 544 千円 544 千円 0.0 408 千円

退職手当引当金相当額 80 千円 80 千円 0.0 60 千円

減 価 償 却 費 相 当 額 259 千円 259 千円 0.0 259 千円

事 業 コ ス ト 計 1,226 千円 1,440 千円 17.5 1,287 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 112 千円

千円

148

千円

千円

千円 32.1 64 千円

千円

一 般 財 源 1,114 千円 1,292 千円 16.0 1,223 千円

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08 人 0.0 0.06 人

千円 7.8利用者 １人当たりコスト 0.11 千円 0.12



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

スポーツ・レクリエーションの振興 目

予
算
科
目

年度17平成

だれもがきらめくまちづくり

3 節

無 頁

 地区住民の健康保持増進及びスポーツ振興のコミュニティ活動

部

章

全市民

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

第

第

社会体育施設（地区グラウンド）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（社会体育施設等維持管理費）

2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活
の形成に資する。

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 別紙「施設明細」参照

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

補助区分

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

194

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

地域コミュニティ活動の施設でもあることから地域への移管
を検討する。

評価委員会のコメント

点数

3

4

地域コミュニティ活動、災害時活用を考慮すると充分必要性がある。

地域近隣に施設があることは市民生活を快適に営むことができ、災害時に活用できるなど効率性が高
い。

地域において、様々な活動に利用されている。

文化・スポーツ課
194 （社会体育施設等維持管理費） 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

社会体育施設（地区グラウンド）
担
当
部
署

部名

課名

420

651

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

2,856

千円

千円

千円

242

140

0.0

6,8186.6

28.0

2,891

189

42

6,991

千円

人0.56 0.56 0.42人 0.0

達成度

4

3

必要性

6.90.37

千円

人

有効性 地域コミュニティ活動だけでなく、災害時に活用でき有効性がある。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

100.9 19,000

年度29H
目標

18,700

H22年度

18,700 18,862

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

平成

H21年度
実績

19,290

単位

人

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

0.0

千円

千円

0.0

別紙「施設明細」参照

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数（7施設計）

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

2,432

千円

千円651 千円

千円

23.3

千円233.3

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円1,972

千円 千円

千円

千円 千円

3,808

560

千円 7,451

退職手当引当金相当額 千円560

651

3,808

千円6,760 7,069 4.6 6,564千円 千円

160

94

活
動
指
標

9.0

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.36 千円 0.40

0.35 千円



事務事業評価シート（施設明細）

千円

事 業 コ ス ト 計 831 千円 934 千円 12.4

減 価 償 却 費 相 当 額

千円 ▲ 44.1

伸率 平成23年度予算

49.8 298 千円

千円

利用者１人当たりコスト 0.89 千円 0.50

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円 7.5 734 千円一 般 財 源 798 千円 858

千円 0.0 千円そ の 他 5 千円 5

千円

施 設 使 用 料 28 千円 71 千円 153.6 32 千円

活
動

766 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

成
果
利用者数　※設定できる場合

0.08 人

）（ 利用者数

H21年度 H22年度
実績

設 備 ・ 規 模

指　標　名

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08

グラウンド4,200㎡、ソフトボール１面、照明設備

単位
目標

市 施 設

千円

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円

日 358 358 358

5,500人 6,445 6,000 5,231 87.2 5,500

100.0

年度
単位

H21年度

）

実績 目標 実績 達成率

人 件 費 544 千円 544

利用可能日数

指　標　名

成
果

活
動

H22年度

359

千円

目標 最終目標 達成率
H23年度 H 29

管 理 形 態
浅井グラウンド

指定管理者名

指定管理期間

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（地区グラウンド）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

194

延 床 面 積

昭和 55 年度 改 修 年 度

施 設 名

施設管理運営事業

県 施 設 市 施 設

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課

年度

グラウンド11,410㎡、野球１面、ソフトボール１面、照明設備

課名

電話

㎡

年度 類似施設状況

民間施設状況

５９－８０９３

年度～

市直営

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 207 千円 310 千円

100.0 359日 358 358 358利用可能日数

達成率

人 930 1,000 1,871 187.1 2,500 2,500

実績 達成率 目標 最終目標

民間施設状況

H23年度 H 29 年度

延 床 面 積 ㎡

年度

昭和 51 年度 改 修 年 度 年度 類似施設状況 県 施 設

年度 ～指定管理期間

本江グラウンド
管 理 形 態 市直営

指定管理者名

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

2 施 設 名

平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 489

減 価 償 却 費 相 当 額 千円

599 千円

伸率

千円 0.0

退職手当引当金相当額 80 0.0事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

人

千円 80 千円

千円

千円

千円

1

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

設 備 ・ 規 模

利用者数　※設定できる場合
（ 利用者数

千円 671

人 件 費 544 千円 544

22.5

千円

事 業 コ ス ト 計 1,113 千円 1,223 千円

千円

9.9

一 般 財 源 1,033 千円 1,110 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

千円 41.3 32 千円施 設 使 用 料 80 千円 113

千円 35.4

0.0

千円

千円7.5 1,107

利用者 １人当たりコスト 0.17 千円 0.23

0.06 人

千円

1,139 千円

60 千円

408



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（地区グラウンド）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

194

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課課名

電話 ５９－８０９３

千円 7.3利用者 １人当たりコスト 0.19 千円 0.20

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 786 千円 768 千円 ▲ 2.3 673 千円

135

千円

千円 千円

千円 264.9 94

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 37 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 9.7 767 千円事 業 コ ス ト 計 823 千円 903

千円 0.0 75 千円減 価 償 却 費 相 当 額 75 千円 75

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 64.5 224 千円直 接 事 業 費 124 千円 204

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
利用可能日数 日

4,500 4,500
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 4,400 4,400 4,500 102.3

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 グラウンド9,951㎡、野球１面、ソフトボール２面、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

年度

建 築 年 度 平成 22 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 指定管理期間

市直営

指定管理者名

千円 ▲ 19.0

4 施 設 名 大江グラウンド
管 理 形 態

利用者１人当たりコスト 0.75 千円 0.61

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 861 千円 1,000 千円 16.1 857 千円

千円

千円 ▲ 26.3 32 千円28

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 38 千円

千円 14.3 889 千円事 業 コ ス ト 計 899 千円 1,028

千円 0.0 151 千円減 価 償 却 費 相 当 額 151 千円 151

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 104.0 270 千円直 接 事 業 費 124 千円 253

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
利用可能日数 日

1,600 1,600
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 1,201 1,300 1,695 130.4

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 グラウンド3,250㎡、ソフトボール１面、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

年度 県 施 設

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

市 施 設

年度

建 築 年 度 昭和 51 年度 改 修 年 度 類似施設状況

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 （倉庫） 指定管理期間 年度 ～

七美公園グラウンド
管 理 形 態 市直営

3 施 設 名



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（地区グラウンド）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

194

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課課名

電話 ５９－８０９３

千円 27.8利用者 １人当たりコスト 0.64 千円 0.82

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 1,102 千円 1,177 千円 6.8 1,205 千円

千円

千円 ▲ 27.3 32 千円16

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 22 千円

千円 6.1 1,237 千円事 業 コ ス ト 計 1,124 千円 1,193

千円 0.0 149 千円減 価 償 却 費 相 当 額 149 千円 149

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 19.7 620 千円直 接 事 業 費 351 千円 420

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
利用可能日数 日

600 900
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 1761 1500 1462 97.5

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 グラウンド7,708㎡、野球１面、ソフトボール１面、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

年度

建 築 年 度 昭和 55 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 （トイレ・倉庫） 指定管理期間

市直営

指定管理者名

千円 35.8

6 施 設 名 水戸田グラウンド
管 理 形 態

利用者１人当たりコスト 0.37 千円 0.50

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 979 千円 998 千円 1.9 836 千円

千円

千円 ▲ 33.3 32 千円14

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 21 千円

千円 1.2 868 千円事 業 コ ス ト 計 1,000 千円 1,012

千円 千円減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 3.2 400 千円直 接 事 業 費 376 千円 388

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
利用可能日数 日

2,000 2,000
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 2,721 2,700 2,028 75.1

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 グラウンド10,814㎡、野球１面、ソフトボール１面、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

年度

建 築 年 度 平成 18 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 指定管理期間

市直営

指定管理者名
5 施 設 名 太閤山グラウンド

管 理 形 態



事務事業評価シート（施設明細））平成 23 年度（ 平成 22 年度分

社会体育施設（地区グラウンド）

（社会体育施設等維持管理費）

事業№
事 務
事 業 名

194

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課課名

電話 ５９－８０９３

千円 ▲ 14.9利用者 １人当たりコスト 0.66 千円 0.56

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 1,201 千円 1,158 千円 ▲ 3.6 1,152 千円

千円

千円 千円

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 ▲ 3.6 1,152 千円事 業 コ ス ト 計 1,201 千円 1,158

千円 0.0 276 千円減 価 償 却 費 相 当 額 276 千円 276

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 ▲ 14.3 408 千円直 接 事 業 費 301 千円 258

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
開館日数 日

2000 2000
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 1832 1800 2075 115.3

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 敷地面積16,000㎡

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

年度

建 築 年 度 昭和 55 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 （トイレ・器具庫） 指定管理期間

市直営

指定管理者名
7 施 設 名 櫛田グラウンド

管 理 形 態



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

195

事 業 期 間

施策名（節 ）

㎡

管 理 形 態

指定管理者名

市 施 設県 施 設

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 別紙「施設明細」参照

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活の
形成に資する。

一般会計

教育費

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

総
合
計
画

（社会体育施設等維持管理費）

2

－

担
当
部
署

部名

課名

3 節

第

第

社会体育施設（テニスコート）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

全市民

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

2

目

予
算
科
目

年度17

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

スポーツ・レクリエーションの振興

個別計画

・テニスコートの維持管理

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

無

事
業
内
容

手
段
主な活動

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

活
動
指
標

430

459

2,924

千円4,623 4,662 0.8 4,623千円 千円

2,924

430

千円 6,503

千円

▲ 3.3

平成21年度決算

千円2,782 千円

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

平成22年度決算

2,690

千円

千円459 千円

千円

伸率

千円

（ ）

平成 23

別紙「施設明細」参照

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数（６施設計）

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

平成

H21年度
実績

18,395

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

18,630 18,241

目標

18,220

教育委員会

H23年度

97.9 18,500

年度29H
達成率最終目標

1.70.26

0.43 0.43 人人

6,595

文化・スポーツ課

千円千円

有効性

達成度

4

3

必要性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

0.31人 0.0

1,972 1,740

3,486

千円

1,841

0.0

6,363▲ 1.4

▲ 6.6

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

社会体育施設（テニスコート）
担
当
部
署

部名

課名

310

459

平成23年度予算

2,108

５９－８０９３

事業№

195 （社会体育施設等維持管理費） 電話

事 務
事 業 名

点数

3

3

テニスの普及振興及び技術向上のため必要である。

利用実態から必ずしも効率性が良いとはいえない。

小中高生、一般の方までテニス愛好者は多く、普及振興に寄与している。

テニスコートによって利用人数にバラツキがあるが順調に推移している

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

　利用実態を踏まえ、現行どおりの運営する施設、用途変
更又は廃止に分け、施設のあり方を検討する。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

千円 ▲ 0.6

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.36 千円 0.36

0.25



事務事業評価シート（施設明細）

0.05 人

千円

960 千円

50 千円

340

利用者１人当たりコスト 0.19 千円 0.19

千円

千円0.9 960

千円 ▲ 2.0

0.0

千円施 設 使 用 料 千円
財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

千円

千円

0.9

一 般 財 源 1,106 千円 1,116 千円

千円

事 業 コ ス ト 計 1,106 千円 1,116 千円

570

人 件 費 476 千円 476

1.8 千円

1

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

設 備 ・ 規 模

利用者数　※設定できる場合
（ 利用者数

千円

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

人

千円 70 千円

千円

千円

伸率

千円 0.0

退職手当引当金相当額 70 0.0

平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 560

減 価 償 却 費 相 当 額 千円

570 千円

構 造 ・ 階 数

建 築 年 度

耐 震 の 有 無

2 施 設 名 下村テニスコート
管 理 形 態 指定管理

指定管理者名 NPO法人しもむらスポーツクラブまいけ

指定管理期間 平成 22 年度 ～ 平成 26 年度

平成 元 年度 改 修 年 度 年度 類似施設状況 県 施 設

延 床 面 積 ㎡ 民間施設状況

H23年度 H 29 年度
実績 達成率 目標 最終目標

利用可能日数

達成率

人 768 770 867 112.6 860 900

日 307 307 307 100.0 308

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費 161 千円 172 千円

５９－８０９３

年度～ 平成 26

市直営

NPO法人新湊カモンスポーツクラブ

平成

クレーコート４面、照明設備

課名

電話

㎡

年度 類似施設状況

民間施設状況

施設管理運営事業

県 施 設 市 施 設

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課

年度

施 設 名

延 床 面 積

昭和 62 年度 改 修 年 度

事業№
事 務
事 業 名

195

社会体育施設（テニスコート）

（社会体育施設等維持管理費）

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

管 理 形 態
新湊テニスコート

指定管理者名

指定管理期間 22

H22年度

308

千円

目標 最終目標 達成率
H23年度 H 29

利用可能日数

指　標　名

成
果

活
動

人 件 費 476 千円 476

年度
単位

H21年度

）

実績 目標 実績 達成率

5,800人 5,731 5,800 5,902 101.8 5,800

100.0日 307 307 307

千円 0.0 340 千円

50 千円退職手当引当金相当額 70 千円 70

千円

千円 0.0

設 備 ・ 規 模

指　標　名

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.07

ハードコート１面、照明設備

単位
目標

市 施 設

成
果
利用者数　※設定できる場合

0.07 人

）（ 利用者数

H21年度 H22年度
実績

活
動

562 千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

施 設 使 用 料 千円 千円 千円

そ の 他 千円 千円 千円

一 般 財 源 707 千円 718 千円 1.6 562 千円

当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.07 人 0.07 人 0.0 0.05 人

利用者１人当たりコスト 0.92 千円 0.83 千円 ▲ 10.0

伸率 平成23年度予算

6.8 172 千円

千円 千円

事 業 コ ス ト 計 707 千円 718 千円 1.6

減 価 償 却 費 相 当 額



事務事業評価シート（施設明細）
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課名

電話

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課
事業№

事 務
事 業 名

195

社会体育施設（テニスコート）

（社会体育施設等維持管理費）

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

千円 7.9利用者 １人当たりコスト 0.08 千円 0.09

人 0.0 0.05 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.07 人 0.07

千円

一 般 財 源 ▲ 563 千円 ▲ 478 千円 ▲ 15.1 ▲ 428 千円

千円

千円 ▲ 4.2 1,088 千円1,293

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 1,350 千円

千円 3.6 660 千円事 業 コ ス ト 計 787 千円 815

千円 0.0 100 千円減 価 償 却 費 相 当 額 100 千円 100

千円 0.0 50 千円退職手当引当金相当額 70 千円 70

千円 0.0 340 千円人 件 費 476 千円 476

千円 19.9 170 千円直 接 事 業 費 141 千円 169

308

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

307 307 307 100.0
活
動
利用可能日数 日

9,100 9,250
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 9,460 9,500 9,079 95.6

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 砂入り人工芝３面、クレーコート２面、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

年度

建 築 年 度 平成 4 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 （トイレ） 指定管理期間

市直営

指定管理者名

千円 ▲ 4.6

4 施 設 名 歌の森運動公園テニスコート
管 理 形 態

利用者１人当たりコスト 0.73 千円 0.69

人 0.0 0.05 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.07 人 0.07

千円

一 般 財 源 1,144 千円 1,026 千円 ▲ 10.3 457 千円

千円

千円 ▲ 15.0 652 千円529

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 622 千円

千円 ▲ 11.9 1,109 千円事 業 コ ス ト 計 1,766 千円 1,555

千円 0.0 359 千円減 価 償 却 費 相 当 額 359 千円 359

千円 0.0 50 千円退職手当引当金相当額 70 千円 70

千円 0.0 340 千円人 件 費 476 千円 476

千円 ▲ 24.5 360 千円直 接 事 業 費 861 千円 650

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
利用可能日数 日

2,300 2,400
（ 利用人数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 2,426 2,400 2,240 93.3

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 ハードコート３面、管理棟、更衣室（シャワー室）、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

年度 県 施 設

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

市 施 設

年度

建 築 年 度 昭和 58 年度 改 修 年 度 類似施設状況

指定管理者名

構 造 ・ 階 数 （トイレ・更衣室） 指定管理期間 年度 ～

大島テニス場
管 理 形 態 市直営

3 施 設 名



事務事業評価シート（施設明細）
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課名

電話

施設管理運営事業

担
当
部
署

部名 教育委員会

文化・スポーツ課
事業№

事 務
事 業 名

195

社会体育施設（テニスコート）

（社会体育施設等維持管理費）

）平成 23 年度（ 平成 22 年度分

千円利用者１人当たりコスト 86.86 千円

人 0.0 0.05 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.07 人 0.07

千円

一 般 財 源 608 千円 604 千円 ▲ 0.7 455 千円

千円

千円 千円

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 ▲ 0.7 455 千円事 業 コ ス ト 計 608 千円 604

千円 千円減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円 0.0 50 千円退職手当引当金相当額 70 千円 70

千円 0.0 340 千円人 件 費 476 千円 476

千円 ▲ 6.5 65 千円直 接 事 業 費 62 千円 58

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
利用可能日数 日

10 0
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 7 10 0 0.0

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 敷地面積260㎡、クレーコート１面

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

年度

建 築 年 度 昭和 59 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 指定管理期間

市直営

指定管理者名

千円 ▲ 97.9

6 施 設 名 薬勝寺池公園テニスコート
管 理 形 態

利用者１人当たりコスト 540.33 千円 11.08

人 0.0 0.06 人当 該 事 務 従 事 職 員 数 0.08 人 0.08

千円

一 般 財 源 1,621 千円 1,676 千円 3.4 2,617 千円

千円

千円 皆増 千円19

千円

千円財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円

そ の 他 千円

施 設 使 用 料 千円

千円 4.6 2,617 千円事 業 コ ス ト 計 1,621 千円 1,695

千円 千円減 価 償 却 費 相 当 額 千円

千円 0.0 60 千円退職手当引当金相当額 80 千円 80

千円 0.0 408 千円人 件 費 544 千円 544

千円 7.4 2,149 千円直 接 事 業 費 997 千円 1,071

359

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費 平成21年度決算 平成22年度決算 伸率 平成23年度予算

事
業
コ
ス
ト

358 358 358 100.0
活
動
利用可能日数 日

150 150
（ 利用者数 ）

目標 最終目標 達成率

成
果
利用者数　※設定できる場合

人 3 150 153 102.0

実績 目標 実績 達成率

設 備 ・ 規 模 クレーコート３面、照明設備

指　標　名 単位
H21年度 H22年度 H23年度 H 29 年度

㎡ 民間施設状況

類似施設状況 県 施 設 市 施 設年度

耐 震 の 有 無 延 床 面 積

年度

建 築 年 度 昭和 47 年度 改 修 年 度

年度 ～構 造 ・ 階 数 指定管理期間

市直営

指定管理者名
5 施 設 名 堀岡テニス場

管 理 形 態



 



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

NPO法人おおしまスポーツクラブ

指定管理期間 平成 23 年度 ～ 平成 27 年度

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

196

事 業 期 間

施策名（節 ）

平成 5

801.20 ㎡

管 理 形 態 指定管理

近的射場12人立、巻藁練習場、研修室

指定管理者名

－ 市 施 設県 施 設 －

有

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況

鉄筋コンクリート造・小屋組木造

なし延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 大島弓道場

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　弓道を通して、市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明る
く豊かな生活の形成に資する。

一般会計

教育費

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

総
合
計
画

（社会体育施設等維持管理費）

2

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条

－

担
当
部
署

部名

課名

3 節

第

第

社会体育施設（大島弓道場）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

弓道関係者

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

2

目

予
算
科
目

年度17

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

スポーツ・レクリエーションの振興

個別計画

・健康・スポーツ情報の提供
・弓道教室
・市民体育大会弓道競技大会
・射初会

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

無

事
業
内
容

手
段
主な活動

平成23年度全日本教職員弓道大会開催(Ｈ23.8.11～12）
そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

活
動
指
標

40

1,684

272

千円13,067 8,215 ▲ 37.1 7,485千円 千円

272

40

千円 8,215

千円

▲ 43.8

平成21年度決算

千円11,071 千円

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

平成22年度決算

6,219

千円

千円1,684 千円

千円

伸率

千円

（ ）

平成 23

利用可能日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数

日

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

308

平成

H21年度
実績

9,615

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

10,000 10,161

100.0306 306 306

目標

10,000

教育委員会

H23年度

101.6 10,000

年度29H
達成率最終目標

▲ 40.50.81

0.04 0.04 人人

13,067

文化・スポーツ課

千円千円

有効性

達成度

4

4

必要性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

0.02人 0.0

5,645

千円0.0

7,485▲ 37.1

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

社会体育施設（大島弓道場）
担
当
部
署

部名

課名

20

1,684

平成23年度予算

136

５９－８０９３

事業№

196 （社会体育施設等維持管理費） 電話

事 務
事 業 名

点数

4

4

市の個性、特色、魅力を継承する施設として必要性を認める。

指定管理者により効率よく運営されている。

成果指標の達成率から有効である。

活動指標を達成している。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

現行どおり管理運営を行うことが適当

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

千円 ▲ 40.5

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 1.36 千円 0.81

1.36



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

指定管理期間 年度 ～ 年度

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

197

事 業 期 間

施策名（節 ）

昭和 35

㎡

管 理 形 態 市直営

10テント（60名）まで、水道、トイレ

指定管理者名

市 施 設県 施 設

補助区分

年度 類似施設状況

民間施設状況延 床 面 積

県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度 平成23年度

市債 一般財源

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 経嶽山キャンプ場

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

団体運営費補助

格差是正補助

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活
の形成に資する。

一般会計

教育費

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

部

章

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

総
合
計
画

（社会体育施設等維持管理費）

2

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条

－

担
当
部
署

部名

課名

3 節

第

第

社会体育施設（経嶽山キャンプ場）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

平成

全市民

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

2

目

予
算
科
目

年度17

だれもがきらめくまちづくり

会計

頁

スポーツ・レクリエーションの振興

個別計画

・キャンプ場の維持管理
※近年、キャンプ場としての実績はなく、地元小学校や保育園の散策地として利用されることがある。

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等

無

事
業
内
容

手
段
主な活動

そ
の
他
特記事項等

５９－８０９３



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

活
動
指
標

40

272

千円456 455 ▲ 0.2 356千円 千円

272

40

千円 455

千円

▲ 0.7

平成21年度決算

千円144 千円

千円

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円 千円

千円 千円

千円

平成22年度決算

143

千円

千円 千円

千円

伸率

千円

（ ）

平成 23

利用可能日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

キャンプ施設利用者数

日

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

0.0

千円

千円

0.0

施 設 使 用 料 千円 千円

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

事 業 コ ス ト 計

退職手当引当金相当額

358

平成

H21年度
実績

0

単位

人
成
果
指
標

指　標　名
目標 実績 達成率

H22年度

0 0

100.0358 358 359

目標

0

教育委員会

H23年度

0

年度24H
達成率最終目標

－

0.04 0.04 人人

456

文化・スポーツ課

有効性

達成度

2

2

必要性

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

0.02人 0.0

200

千円

356▲ 0.2

千円

千円

22 年度分） 施設管理運営事業

社会体育施設（経嶽山キャンプ場）
担
当
部
署

部名

課名

20

平成23年度予算

136

５９－８０９３

事業№

197 （社会体育施設等維持管理費） 電話

事 務
事 業 名

点数

1

1

近年、オートキャンプ場が進出したことで、山頂にあるキャンプ場は利用がない。

効率性は期待できない。

有効性は認められない。

目標を定めることができない。

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

キャンプ場は廃止し、トイレ、水道設備は地域の移管に向け
協議する。

評価委員会のコメント

評価結果
（１次） Ｄ 施設の統廃合、民営化の検討が必要

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト － －

－



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

スポーツ・レクリエーションの振興 目

予
算
科
目

年度17平成

だれもがきらめくまちづくり

3 節

無 頁

・幼児用プールの開設
※7月下旬～お盆前までの約3週間開場している。開場時間は午前10時～12時、午後1時～3時、但し
気温が低い日、降雨、雷雨の場合は閉場している。

部

章

七美幼稚園児

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

第

第

社会体育施設（七美幼児プール）

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち

（社会体育施設等維持管理費）

2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　旧七美小学校と海老江小学校が統合し東明小学校となる条件として、地元要望により幼児プールを
設置した。

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 七美幼児プール

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況

（附属棟（更衣室））

延 床 面 積

補助区分

市直営

10mプール、男女更衣室

指定管理者名

市 施 設県 施 設

管 理 形 態

昭和 61

㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

198

事 業 期 間

施策名（節 ）

指定管理期間 年度 ～ 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ｃ 施設の在り方の見直しが必要

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

廃止の検討又は地域への移管に向けて協議する。

評価委員会のコメント

点数

2

4

市民全体から極めて限られた地域の幼児対象であることから必要性に乏しい。

地域運営も視野に入れ効率性を考慮する。

昨年は、猛暑であり人員が大幅に増員となった。

文化・スポーツ課
198 （社会体育施設等維持管理費） 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

社会体育施設（七美幼児プール）
担
当
部
署

部名

課名

20

94

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

136

千円

千円

千円

1

0.0

71511.1

465

1

778

千円

人0.04 0.04 0.02人 0.0

達成度

1

2

必要性

▲ 48.22.66

千円

人

有効性 近隣に海竜スポーツランドのプール施設もあり重複している。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

162.0 0

年度27H
目標

200

1516 16

H22年度

200 324

100.0

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

平成

H21年度
実績

151

単位

人

11

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

0.0

千円

千円

0.0

利用可能日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数

日

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

458

千円

千円94 千円

千円

23.1

千円0.0

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円372

千円 千円

千円

千円 千円

272

40

千円 864

退職手当引当金相当額 千円40

94

272

千円777 863 11.1 714千円 千円

1

活
動
指
標

▲ 48.2

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 5.15 千円 2.67

5.15 千円



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （表面）

５９－８０９３

そ
の
他
特記事項等

事
業
内
容

手
段
主な活動

個別計画

スポーツ・レクリエーションの振興 目

予
算
科
目

年度17平成

だれもがきらめくまちづくり

3 節

無 頁

・健康・スポーツ情報の提供
・水泳教室
・射水市民体育大会
・指導者研修会

部

章

全市民

第

款

項 保健体育振興費

体育施設費

第

第

海竜スポーツランド維持管理費

開 始 年 度 終 了 年 度

だれもがいきいきと輝くまち2

会計

2

構 造 ・ 階 数

総 事 業 費

建 築 年 度

耐震の有無

根拠法令・要綱等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第30条

－

担
当
部
署

部名

課名

事
業
目
的

対
象
誰を・何を

意
図
設置目的

施設管理運営事業平成 23 年度（ 平成 22 年度分）

補 助 内 容

教育委員会

文化・スポーツ課

電話

　市民の健康の保持及び増進並びにスポーツの振興を図り、心身の健全な発達と明るく豊かな生活
の形成に資する。

一般会計

教育費

団体運営費補助

格差是正補助

事業費補助

その他（

施設等整備費補助 政策的補助

利子補給 ）

千円

※上限額は、補助区分が「定
額補助」、「その他」のみ記載そ の 他

定額補助

定率補助

（裏面へ続く）

その他

補
助
金

類 型 区 分

上限額

施
設
管
理
運
営
設 備 ・ 規 模

年度 改 修 年 度

施 設 名 海竜スポーツランド

内容（基準単価・補助率等）

施
設
等
整
備

財源内訳
（千円）

千円

整
備
内
容

平成23年度

市債 一般財源県支出金国庫支出金

平成21年度 平成22年度

年度 類似施設状況

民間施設状況

鉄骨鉄筋コンクリート造

小杉地区１施設延 床 面 積

補助区分

指定管理

25ｍプール(7コース）、アリーナ（バレーボール1面、バドミントン2面）、トレーニング室、休憩室

指定管理者名

－ 市 施 設県 施 設 －

有

管 理 形 態

平成 11

3,385.00 ㎡

総
合
計
画

事業№
事 務
事 業 名

実施計画掲載

施策の大綱

政策名（章 ）

199

事 業 期 間

施策名（節 ）

財団法人射水市体育協会

指定管理期間 平成 22 年度 ～ 平成 26 年度



事 務 事 業 評 価 シ ー ト （裏面）

評価結果
（１次） Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当

効率性

説　　　明

（２次）
評価結果

評価結果を踏まえた今後の方針（改善内容）

現行どおり管理運営を行うことが適当

評価委員会のコメント

点数

4

4

　水泳、水中歩行、軽運動等のスポーツ活動を通し、市民の健康の保持及び増進に資する施設である。

　建設から10余年経ち、修繕、メンテナンスを行い快適に利用していただけるよう配慮する。

　特に水泳教室は大変人気があり、数多くの受講者が利用されている。

文化・スポーツ課
199 電話 ５９－８０９３

事業№
事 務
事 業 名

海竜スポーツランド維持管理費
担
当
部
署

部名

課名

40

31,253

平成23年度予算

22 年度分） 施設管理運営事業

272

千円

千円

千円

8,967

3,015

0.0

76,46410.1

皆増

44,899

3,080

80,336

千円

人0.04 0.04 0.04人 0.0

達成度

3

4

必要性

5.20.85

千円

人

有効性 　年間９万人以上の利用者があり、市民が数多く利用されている。

評価項目

事
業
費
・
人
件
費

事　　業　　費

事
業
コ
ス
ト

直 接 事 業 費

人 件 費

減 価 償 却 費 相 当 額

達成率最終目標

教育委員会

H23年度

100.0 90,000

年度29H
目標

90,000

305305 305

H22年度

90,000 90,004

100.0

実績 達成率

成
果
指
標

指　標　名
目標

平成

H21年度
実績

95,699

単位

人

309

事 業 コ ス ト 計

一 般 財 源

当 該 事 務 従 事 職 員 数

そ の 他

施 設 使 用 料

0.0

千円

千円

0.0

利用可能日数

年度（

利用者数　※設定できる場合

利用者数

日

千円

（ ）

平成 23

千円

平成22年度決算

56,857

千円

千円31,253 千円

千円

16.6

千円▲ 2.1

千円

財
源
内
訳

国 県 支 出 金 千円 千円

伸率

千円

平成21年度決算

千円48,771

千円 千円

千円

千円 千円

272

40

千円 88,422

退職手当引当金相当額 千円40

31,253

272

千円77,256 76,440 ▲ 1.1 76,464千円 千円

活
動
指
標

17.0

うち一般財源ベース分

利用者１人当たりコスト 0.84 千円 0.98

0.81 千円


	172_小杉丸山遺跡公園維持管理費（文化・スポーツ課）
	173_串田新遺跡公園維持管理費（文化・スポーツ課）
	174_放生津八幡宮築山保存補助金（文化・スポーツ課）
	175_専念寺傘松保存補助金（文化・スポーツ課）
	176_串田ひいらぎ保存補助金（文化・スポーツ課）
	177_下村加茂神社神事伝承会補助金（文化・スポーツ課）
	178_下村民俗資料館（文化・スポーツ課）
	179_国指定重要文化財石黒信由関係資料修理事業費（文化・スポーツ課）
	180_新湊博物館維持管理費（文化・スポーツ課）
	181_小杉展示館管理運営費（文化・スポーツ課）
	182_竹内源造記念館管理運営費（文化・スポーツ課）
	183_記念館復元改築等実施設計（文化・スポーツ課）
	184_陶房「匠の里」管理運営費（文化・スポーツ課）
	185_新湊中央文化会館管理運営費（文化・スポーツ課）
	186_小杉文化ホール管理運営費（文化・スポーツ課）
	187_大門総合会館管理運営費（文化・スポーツ課）
	188_大島絵本館管理運営費（文化・スポーツ課）
	189_保健体育振興費（文化・スポーツ課）
	190_体指ユニフォーム助成金（文化・スポーツ課）
	191_社会体育施設（主要体育館）（文化・スポーツ課）
	192_社会体育施設（地区体育館）（文化・スポーツ課）
	193_社会体育施設（主要グラウンド）（文化・スポーツ課）
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